
日
本
の
山
村
、
と
く
に
高
冷
山
村
は
伝
統
的
に
、
気
候
・
地

形
・
土
壌
な
ど
自
然
環
境
の
制
約
か
ら
、
耕
種
農
業
が
停
滞
し
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
農
家
経
営
で
は
、
そ
の
停
滞
を
補
完
す
る
た

め
、
様
々
な
生
業
を
経
営
に
取
り
込
ん
だ
小
農
複
合
経
営
が
卓
越

し
て
い
た
。
小
農
複
合
経
営
と
は
、
経
営
規
模
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
も
満
た
な
い
小
農
が
、
多
角
的
な
耕
種
農
業
に
、
養
蚕
・
家
畜

飼
養
・
木
工
品
生
産
・
製
炭
な
ど
、
複
数
の
兼
業
種
を
組
み
合
わ

せ
て
営
む
複
合
経
営
の
こ
と
で
あ
る
。

２
３
４
５

従
来
の
山
村
研
究
で
は
小
農
複
合
経
営
を
、
耕
域
利
用
・
宅
地

域
利
用
・
山
域
利
用
・
農
外
就
業
な
ど
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
な

る
生
業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
体
系
的
に
分
析
す
る
方
法
が
採
ら
れ

て
き
た
。
た
だ
対
象
地
域
の
地
域
性
解
明
が
明
確
に
行
わ
れ
た
研

究
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
六
合
村
入
山

地
区
の
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
地
域
性
解

明
を
第
一
目
的
に
し
て
、
考
察
を
進
め
た
。
ま
た
第
二
に
、
事
例

集
落
の
考
察
を
通
し
、
経
営
実
態
や
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

六
合
村
入
山
地
区
の
伝
統
的
小
農
複
合
経
営

、
研
究
の
目
的
と
対
象

こ
と
を
目
的
に
し
た
。
さ
ら
に
第
三
に
経
営
の
地
域
性
を
生
む
諸

要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
。
現
地
調
査
は
、
農

家
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
と
し
て
、
’
九
八
七
年
（
昭
和
六

十
三
七
月
か
ら
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
九
月
ま
で
の
八
年
間
、

数
次
に
わ
た
り
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
地
域
の
概
観

Ｈ
位
置
と
自
然

入
山
地
区
は
、
一
九
○
○
年
（
明
治
三
十
一
一
一
）
に
成
立
し
た
上

信
越
高
原
南
部
の
山
村
、
六
合
村
の
北
部
に
あ
る
（
第
１
図
）
。

周
囲
は
千
五
百
腕
か
ら
二
千
Ｍ
程
の
壮
年
山
地
に
囲
ま
れ
、
北
の

山
地
か
ら
流
れ
出
す
複
数
の
流
れ
は
、
南
で
一
筋
の
流
れ
白
砂
川

を
つ
く
っ
て
い
る
。
東
は
中
之
条
町
、
西
は
草
津
町
に
接
し
、
北

は
長
野
・
新
潟
の
両
県
と
接
す
る
。
中
世
に
は
、
平
家
落
人
あ
る

い
は
信
濃
源
氏
の
残
党
が
住
み
着
い
た
伝
説
も
残
っ
て
い
る
。
鎌

倉
時
代
は
三
原
荘
に
属
し
て
い
た
。
’
六
八
一
年
（
天
和
元
）
以

降
の
幕
府
直
轄
時
代
に
は
、
藩
政
村
の
入
山
村
が
あ
っ
た
。
現
在

は
、
六
合
村
最
大
の
大
字
で
、
世
立
・
引
沼
・
和
光
原
・
根
広
．

田
中
隆
志

1



”|研究対象地

珍凝六合村役場:●］

Ｉ
’

小雨

太子

日

六合村の大字境一

二一、

入山地区の小字境２１弓旱k、

第１図研究対象地域の位置

1970年の

林家率
（％）

1970年における

水稲の反収
（kg）

備考

(品木集落の現在地は、品木ダム建設後の位置）稲作は不実施Ｉ８５．７

稲作は不実施

稲作は不実施

9５．５

７

稲作は不実施
３００

8０．８

4１．４

伝統的小農複合経営が展開されていた集落1００．０2４０

稲作は不実施 ７

稲作は不実施７８．９

稲作は不実施85.0

稲作は不実施80.0

稲作は不実施

稲作は不実施

7７－８

｡

？｜昭和初期、品木集落の農家が開いた開拓集落
30.81明治末期～大正初期、京塚集落の農家が開いた開拓集落

稲作は不実施

稲作は不実施

第二次世界大戦後、満州引き揚げ者３戸による開拓集落
昭和初期の開拓集落

稲作は不実施

稲作は不実施

９

`）

？｜第二次世界大戦後の開拓集落
(1995年農業集落カードおよび現地調査、地形図読み取りにより作成）

稲作は不実施

２

(l995flz農莱集洛カードおよび呪地銅食、地ﾌﾟ膠I又]証ｸﾞＷｌＸりＯＬ串り1',吾hXJ

1970年における

水稲の反収

(kg）

1970年の

林家率

(％）

備考

稲作は不実施

ｲiii''１三は列､央施

稲作は不実施

fiii作は小実施

300

240

稲作は不実施

稲作は不実施

稲作は'f《実施

稲作は不実施

稲作は不実施

稲作は不実施

8５

9５

8０

４１

1００

7８

８５

8０

7７

(品水集落の現在地は、，lfi木ダム建設後の位榿）

伝統的小農複合経営が展開きれていた集落

稲作iよぶ実施 昭和初期一品木集落の農家が開いた開拓集落

稲作{よ不実施 3０ ii/｣治ボ期…大-1=初期、哀塚集落の農家が開いた聞茄渠滞

iriifi作はﾉ1,宍施

稲作は不実施

第：次世界大戦後、満ﾅ'．!引き揚げ者３戸'二よる開弛渠洛

Ⅱ凹和初期の開擁集落

稲作は不実施 第二次1111界大戦後の聞知集洛



第２図入山地区の集落

表１表入山地区における農業集落

集
落
形
態

集落域の標高

(耕域と宅地域）
（、）

最高積雪
（c､）

小字名 集落名（よみ）

ｌ品木 品木（しなき） 1,010～１．０６０ 5０

２根広 根広（ねぴろ）

矢倉（やぐら）

900-1.020 4０

940-1,000 ９

３和光原｜和光原（わこうはら）
４引沼｜引沼（ひきいま）

』】『］ 930-1.030 4０

850～960 4０
然

５世立

Ｚ
り

た
茨

よ
―
み

く
一
Ｉ

一ユー宍可
世
一
見

820～１．０００ 5０

810～840 ･
集

６京塚

７小倉

８長平

京塚（きょうづか）

小倉にぐら）

長平（ちようへい）

800～９００ 3０

落 9３０－９９０ 3０

930-980 4０

９梨木 梨木（なしき）
荷付場（につけば）

780～８３０ 3０

7６０－８００ ？

１梨木｜諏訪ノ原（すわのはら）
２田代原｜田代原（たしるはら）

1,030-1,050

1,080-1.１１０

９開
拓
集
落

6０

３熊倉 熊倉（<まくら）

元山（もとやま）
1，１４０－１，１８０

１，１００－１．１７０

1００

９

４かじ坂｜暮坂（くれさか） 9２０－１，０６０ ９

３

集
落
形
態

小字名 集落希（よみ）
集落域の標高
(耕域と宅地域）

(、）

最高積雪

(c､）
自
然
集
落

品水

恨広

ｲﾛ光原

。]沼

世肛

京塚

小倉

長巫

架水

不くしなき）

根広（ねぴろ）

矢倉（やくら）

札尤塊（わこうはら）

ｳﾞ|沼（ひきいま）

l辻立（よたて〉

見寄（みより）

京塚（きょうづか）

小倉（巴ぐら〉

長Ｗ％（らようへい）

水（なしき〉

荷付場（につけば）

1.010～目．060

900-Ｈ，020

940-1,00(）

930…1.030

8５０－９６０

820～1,000

810-840

8００－９００

930…９９０

930-980

780-830

760…８００

5０

４０

4０

4０

5０

開
拓
集
落

梁水

田代原

熊倉

かし，奴

iiJl1訪ノ塊（すわのはら）

H-l代原（ｽﾞ饒しるはら）

熊倉（<まくら）

元１１：（もとやま）
暮坂（くれさか）

1.０３０－－

1.080～

Ｌｌ４<)~

１．１００－

9２０－

,０５０

110

1１８０

，１７０

060

１１



長
平
・
小
倉
・
熊
倉
・
田
代
原
・
京
塚
・
品
木
・
梨
木
の
十
一
の

８

小
字
と
、
か
じ
坂
と
い
う
小
字
の
一
部
を
含
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
各
々
の
小
字
は
、
｜
、
こ
の
集
落
を
、
塊
村
あ
る
い
は

疎
塊
村
形
態
で
含
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
問
題
と
な
る
明
治
期
以

前
か
ら
の
農
家
経
営
の
伝
統
を
も
つ
の
は
、
九
つ
の
小
字
内
に
あ

る
十
二
集
落
で
あ
る
（
第
１
表
）
。
つ
ま
り
坂
上
と
い
う
北
寄
り

地
域
に
あ
る
根
広
・
矢
倉
・
和
光
原
・
小
倉
・
長
平
の
五
集
落

と
、
坂
下
と
い
う
南
寄
り
地
域
に
あ
る
品
木
・
引
沼
・
世
立
・
見

寄
・
京
塚
・
梨
木
・
荷
付
場
の
七
集
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落

域
は
地
形
的
に
は
、
白
砂
渓
谷
の
標
高
七
六
○
脚
か
ら
一
、
○
六

○
川
前
後
の
地
点
に
展
開
し
て
い
る
（
第
２
図
）
。

渓
谷
内
の
集
落
で
は
、
冬
の
北
西
季
節
風
が
北
の
高
山
に
遮
ら

れ
る
た
め
、
積
雪
が
少
な
く
標
高
の
割
に
温
和
で
あ
る
。
ま
た
貧

弱
な
火
山
灰
腐
食
土
壌
ク
ロ
ノ
ポ
ウ
が
覆
う
部
分
も
あ
る
が
、
面

積
で
は
、
よ
り
肥
沃
な
土
の
マ
ッ
チ
が
覆
う
面
積
の
方
が
卓
越
し

て
い
る
。
ク
ロ
ノ
ポ
ウ
の
方
が
卓
越
す
る
の
は
、
梨
木
・
荷
付
場

集
落
な
ど
、
一
部
の
集
落
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
渓
谷
内
で
は
傾
斜

地
が
多
く
、
平
坦
な
耕
地
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た
。
ま
た
マ
ッ
チ

が
覆
う
耕
地
は
、
土
質
が
粘
度
質
で
硬
く
、
多
く
の
石
が
混
入
し
、

耕
起
作
業
が
大
変
と
な
る
欠
点
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
歴
史
的

に
、
耕
種
農
業
の
生
産
性
は
低
か
っ
た
。
渓
谷
内
の
集
落
を
対
象

に
幕
府
が
行
っ
た
、
一
六
八
六
年
（
貞
享
三
）
の
貞
享
検
地
で
も
、

下
々
畑
と
呼
ば
れ
る
痩
せ
た
耕
地
が
、
八
割
以
上
を
占
め
て
い

⑲

た
。
こ
の
地
域
の
曲
辰
家
は
、
こ
う
し
た
耕
種
農
業
の
停
滞
を
補
完

す
る
た
め
、
周
辺
山
域
の
植
生
を
利
用
し
た
山
域
利
用
を
は
じ
め
、

様
々
な
兼
業
種
を
実
施
し
て
い
た
。

な
お
地
区
で
、
伝
統
的
に
交
通
路
と
し
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、

西
の
草
津
町
・
長
野
県
と
地
区
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と
、
東
の
中
之
条

町
と
地
区
を
結
ぶ
ル
ー
ト
、
さ
ら
に
北
の
、
「
牛
道
卜
と
呼
ば
れ

野
反
湖
畔
を
経
由
し
秋
山
郷
に
至
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
’
九
三
七

年
（
昭
和
十
二
）
以
降
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
白
砂
ダ
ム
建

設
事
業
で
開
通
し
た
、
南
の
長
野
原
町
と
地
区
を
結
ぶ
自
動
車
道

も
幹
線
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
な
お
現
在
、
東
西
地
域
と
本
地
区
を

結
ぶ
ル
ー
ト
は
、
主
要
地
方
道
ｌ
中
之
条
草
津
線
と
国
道
二
九
二

号
線
と
し
て
、
地
区
を
南
北
に
貫
く
ル
ー
ト
は
国
道
四
○
五
号
線

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

口
小
農
複
合
経
営
の
変
遷

近
世
後
期
に
あ
た
る
一
八
三
九
年
（
天
保
十
）
、
地
区
で
は
一

五
六
戸
の
農
家
が
、
約
五
五
・
五
鯵
の
耕
地
を
経
営
し
て
い
た
。

農
家
一
戸
当
り
の
経
営
規
模
に
す
る
と
、
約
○
・
三
六
鯵
と
い
う

０ ２

極
め
て
零
細
な
経
営
で
あ
る
。
宅
地
域
で
は
、
厩
肥
生
産
と
山
仕

事
へ
の
利
用
と
、
駄
賃
稼
ぎ
へ
の
利
用
を
目
的
と
す
る
、
雌
馬
の

飼
養
が
行
わ
れ
て
い
た
。
二
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
約
○
・
七
八

頭
と
少
な
く
、
単
頭
飼
い
が
中
心
だ
っ
た
。
ま
た
耕
域
で
は
ヒ
エ
・

ア
ワ
な
ど
雑
穀
類
の
自
給
生
産
が
卓
越
し
、
水
稲
作
は
実
施
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
山
域
資
源
を
利
用
し
て
木
工
品
生
産
が

農
閑
余
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
近
世
後
期
の
文
人
・
鈴
木
牧

４



第２表1877年（明治十）における六合村の小農複合経営

旧村 戸数 へ口 1875年における伝統的小農複合経営の実態

(現・大字） (人） 宅地域利用 耕域利用 山城利用１口）

牝馬飼養(85頭） アワ･ヒエ･ソバなど雑穀類生産 木工品生産(175戸)･狩猟(12戸）
ｌ入山 185 725

大豆生産 蕨粉・蕨縄、スゲムシロ生産

養蚕 桑・麻・米生産 薪炭生産
２小雨 3０ 145

牝馬飼養(28頭） アワ･ヒエ･ソパなど雑穀類生産 木工品生産(２戸）

養蚕 桑・麻・麦類・米生産 薪炭生産
３生煩 2１ 8７

牝馬飼養(15頭） アワ・ヒエなど雑穀類生産

牝馬飼養(40頭） 麻・米生産 蘇炭生産
４赤岩 6８ ２７６

ヒエ・ソパなど雑穀類生産 木工品生産(３戸）

養蚕 桑・麻・米生藤 薪炭生産
５太子 2５ 104

牝馬飼養(18頭） アワ・ヒエなど雑穀類生産

養蚕 桑・麻・麦類・米生産 薪炭生産
６日影 5５ 208

牝馬飼養(53頭） アワ・ヒエなど雑穀類生産

計 384 1545

(1995年、『吾妻郡村誌』資料をもとに作成）

之
が
一
八
二
八
年
（
文
政
十
二
に
著
し
た
『
秋
山
記
行
』
に
よ

れ
ば
、
当
時
、
生
産
さ
れ
て
い
た
の
は
「
木
枕
・
木
鉢
・
下
駄
類
・

箸
類
・
天
ぴ
ん
棒
・
折
敷
・
揃
蘭
木
杯
（
な
ど
）
の
た
に
さ
く
」

⑬

な
ど
の
木
工
ロ
叩
で
あ
っ
た
。
当
時
、
地
区
の
山
域
の
大
半
は
天
領

で
、
御
留
山
（
御
林
）
が
五
カ
所
も
あ
っ
た
。
し
か
し
農
家
は
山

域
の
木
々
を
自
由
に
伐
採
で
き
る
の
で
、
木
工
品
の
原
木
入
手
に

０ ０

は
不
自
由
し
な
か
っ
た
。
な
お
山
域
で
は
狩
猟
や
、
家
畜
飼
料
・

草
木
灰
・
厩
肥
原
料
獲
得
の
た
め
の
採
草
も
行
わ
れ
て
い

０ り

た
。
地
域
外
就
労
で
は
、
駄
賃
稼
ぎ
も
行
わ
れ
て
い
た
。

第
２
表
に
は
明
治
初
期
の
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
に
お
け
る

六
合
村
の
農
家
経
営
を
示
し
た
が
、
表
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
の

本
地
区
で
は
、
未
だ
に
近
世
後
期
と
同
様
の
農
家
経
営
が
行
わ
れ

て
い
た
。
木
工
品
生
産
も
重
要
な
収
入
源
と
し
て
発
展
を
続
け
、

総
世
帯
数
一
八
五
戸
の
う
ち
、
約
九
四
・
六
軒
の
一
七
五
戸
が
生

産
に
従
事
し
て
い
た
。

し
か
し
明
治
後
期
か
ら
、
農
家
経
営
に
変
化
が
起
こ
る
。
す
な

わ
ち
明
治
初
期
に
導
入
さ
れ
た
養
蚕
が
、
こ
の
時
期
、
重
要
な
収

入
源
と
し
て
伸
長
し
、
農
家
経
営
に
収
入
面
で
の
安
定
化
が
も
た

ら
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
繭
生
産
を
商
品
生
産
の
核
と
す
る
農
家
経

営
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
（
第
３
表
）
。
昭
和
初
期
、
木
工
品
生

産
が
収
入
源
と
し
て
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
る
と
、
農
家
経
営
の

安
定
性
は
揺
ら
い
だ
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
商
業
製
炭
や
地
域
外
就

労
の
台
頭
が
そ
れ
を
補
完
し
、
そ
の
安
定
性
は
保
た
れ
た
。
詳
細

に
見
れ
ば
、
他
に
も
、
農
村
恐
慌
・
冷
害
・
戦
争
な
ど
で
安
定
が

５

|U村

<現・大字）

j:数

(戸〉

人r］

(人）

1875f::にお,ﾅる伝統的':､農裡

地裁利用 緋戦利』.】

経常の実態

lⅡ戦利用

1入：Ⅱ ﾕ8５

』゛，
_L 飼養(85頭） アワ･14ユ･ソバなど雑穀類生庶

大上Ｉ生産

木":品とk産〈二75戸j･狩猟(12戸）

朧粉・蕨縄、スゲムシ:'4：産

!、雨 ﾕ4.】

１１ｔ 飼養(28頭）

楽・麻・米叫産

アリ･ピニ･ソパなｒ雑殺類生産

鮴炭生産

永退,lli生産(２戸）

ﾉ!ｉ頃 2１

交
牝

飼養《lli頭）

桑・麻・翼類・米生産

アブ・ヒエなど雑穀類生産

薪炭生産

赤岩 6［
牝馬Eil養(,10証 麻・米生産

ヒエ・ソパなど雑穀類At産

薪炭生産

木ｒ品llz塵(３戸）

太子 2５ ﾕ0４
蚕

牝馬飼養(18頭）

栗・麻・米生産

アワ・と占一.など雑殺類生産

薪炭生産

６：： 5５ 208
養蚕

牝馬飼養(ij3調）

桑・I1ii・麦類・米生産

アワ・準一など雑穀類生産

薪炭上塵

384

姐
一

５１
’



第３表六合村における主要牛産物の生産額の推移

1985年1970年1960年1910年 1931年
順位

(昭和60年）(昭和45年）(昭和35年）(昭和６年）(明治43）

木炭・薪 繭 豚繭繭
１

(167百万円）(43045円） (16.176千円）(10,504円）(17,255円）

蔬菜類蔬菜類 乳牛雑穀・豆類麦類
２

(106百万円）(10,435円） (16,049千円）(12,212円） (25.673円）

蔬菜類 雑穀・豆類麦類 繭稚穀・豆類
３

(45百万円）(10,316円） (12,720千円）(10,426円） (24,209円）

乳牛肉用牛蔬菜類 豆類蔬菜類
４

(8,073千円） (38百万円）(15,408円） (9,907円）(6,123円）

肉用牛雑穀類木炭・薪 麦類用材
５

(6988千円） (21百万円）(13,410円） (8,191円）(2,452円）

用材 シイタケシイタケ畜産物米
８

(15百万円）(6,423千円）(7,856円）(3,056円）(1.439円）

用材 イモ類役肉牛米馬
７

(4,386千円） (8百万円）(2.252円） (6,605円）(1,050円）

米イモ類用材 コンニャク

８
(4,106千円） (6百万円）(3.462円）(1.020円）

木炭鶏水産物 コンニャク

９
(1.646千円） (4百万円）(2.094円）(326円）

繭麦類
10

(185千円） (2百万円）

(1995年、「六合村村誌』・「農家生産調査昭和６年３月』・「農山村振興基本計画書」
馬県生産農業所得統計・昭和60年』および六合村農業組合資料により作成）
注）木工品の生産額については、表の中に含まれない。

｢群

６

順位
:910年

(9｣治43）

1931年

(U11和６年）

1960年

(昭和35年）

1970年

(昭和46年〉

1985隻

(昭和60年）

繭

(二7､255口]）

繭

<10,5041リ

木炭・薪

(43,045円）

繭

(16.176丁-'11；

豚

(167百万PI）

麦類

(12,212111）

雑穀.､鋼

(25.673iq

蔬菜類

(ﾕ0,43511｣〉

乳ﾉﾄﾞ

(16,049千l:）

蔬菜類

<106百万円）

雑穀・豆類

(二(>,426111）

麦類

(24,2091'；

Ｉ舸

(10,31611]〉

蔬菜類

<12,720千}']）

雑殺・泓類

(45百万円）

蔬菜類

(6,123iＴｌ）

疏菜類

(15,408円

豆類

(9,907{｣]）

:ﾉﾘ用牛

(8,073千円》

乳2:２

(38Ei万円）

用材

(2.452Ｆ;〉

木炭・薪

(』3,410円

麦類

(8,191':']）

雑穀類

(6,988千円）

肉用牛

(21Ei刀円）

米

(1.4391Nl〉

畜産物

(3,0561M

)H材

<7,8561]）

シイタケ

(6,423千円

シイタケ

(15百万｢Ⅱj）

馬

(1,0501']）

米

(2,252;I］

役肉4巨

(6,6051'j）

川村

(4,386千|ﾕI

イモ類

(8百万:]]）

用料

(ﾕ,020円）

イモ類

(3,462円〉

コンニャク

(4,106千|エ

米

(6百万円）

水産物

(326円）

鶏

<2,0941'j）

木炭

(1.646千円）

コンニャク

(4百万円）

10
麦類

(185Ｔ-円）

|胸

(2百万[]）



地
区
の
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
は
、
複
数
の
個
性
的
な
生
業
が

結
び
付
き
成
立
し
て
い
た
（
第
４
表
）
。
次
に
主
な
伝
統
生
業
を

概
観
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
生
業
に
つ
い
て
特
色
を
示
す
こ
と

揺
ら
い
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
経
営
の
安
定
性
は
大
枠
で
維
持
さ

れ
て
い
た
。
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
た
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
と

は
、
こ
の
明
治
後
期
か
ら
一
九
六
○
年
（
昭
和
三
十
五
）
頃
ま
で

の
、
安
定
期
の
経
営
で
あ
る
。

な
お
一
九
六
○
年
頃
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で
、
商
業
製
炭
が
衰

退
し
、
農
家
経
営
は
漸
次
、
よ
り
地
域
外
就
労
に
比
重
を
お
く
も

の
に
変
化
し
た
。
ま
た
そ
れ
と
並
行
し
て
、
宅
地
域
・
耕
域
・
山

域
な
ど
土
地
利
用
全
般
の
衰
退
が
起
こ
っ
た
。

日
土
地
利
用
と
景
観

明
治
後
期
か
ら
一
九
六
○
年
頃
ま
で
、
渓
谷
内
の
集
落
の
土
地

利
用
の
空
間
配
列
は
、
宅
地
域
を
中
心
と
し
て
、
周
辺
に
耕
域
、

外
縁
部
に
山
域
が
配
列
す
る
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。
標
高
が
千
川
以

上
の
耕
域
は
畑
地
の
み
、
標
高
千
脚
未
満
の
耕
域
は
水
田
と
畑

地
・
桑
園
と
い
う
地
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
一
九
八

○
年
代
以
降
、
養
蚕
の
不
振
か
ら
、
耕
域
内
の
桑
園
は
荒
地
化
す

る
か
消
滅
し
た
。
ま
た
山
域
は
九
割
以
上
を
国
有
林
が
占
め
、
薪

炭
共
用
林
・
特
売
山
・
採
草
地
・
萱
場
な
ど
地
区
の
農
家
経
営
に

密
着
し
た
地
目
が
展
開
し
て
い
た
。

三
、
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
の
特
色

Ｈ
宅
地
域
利
用

①
養
蚕
養
蚕
は
明
治
後
期
以
降
、
普
及
・
定
着
し
、
大
正
期
か
ら

０

発
展
期
を
む
か
え
た
生
業
で
あ
る
。
地
区
で
の
養
蚕
の
特
徴
は
、
冷

涼
な
山
地
性
気
候
の
影
響
か
ら
、
晩
霜
の
害
に
あ
う
危
険
性
の
少

な
い
初
秋
蚕
が
中
心
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
養
蚕
回
数
で
は
、
初
秋
蚕

と
晩
秋
蚕
の
二
回
と
い
う
農
家
も
あ
っ
た
が
、
初
秋
蚕
一
回
の
農

家
が
多
か
っ
た
。
明
治
初
頭
、
六
合
村
南
部
に
春
蚕
が
導
入
さ
れ
た

際
、
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
養
蚕
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
明
治

後
期
以
降
に
な
り
、
地
域
の
小
気
候
に
適
合
し
た
初
秋
蚕
中
心
の

、

養
蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
秋
蚕
普
及
の
背
景

に
は
、
明
治
後
期
に
発
足
し
た
六
合
村
農
会
の
養
蚕
普
及
奨
励
事

業
、
’
九
一
一
一
」
年
（
大
正
十
二
以
降
の
群
馬
県
に
よ
る
桑
園
改

６

良
奨
励
事
業
や
、
養
蚕
教
師
に
よ
る
桑
の
新
品
種
導
入
が
あ
る
。

昭
和
初
期
、
一
戸
当
り
の
掃
立
卵
量
は
平
均
二
十
め
う
か
ら
三
十

弩
程
の
農
家
が
多
か
っ
た
が
、
大
規
模
農
家
は
五
十
弩
程
だ
っ
た
。

な
お
京
塚
集
落
に
は
、
百
唾
ラ
の
掃
立
卵
量
の
農
家
も
あ
っ
た
。

生
産
品
の
繭
は
昭
和
十
年
代
前
半
ま
で
、
地
区
の
仲
買
人
が
集

荷
し
、
高
崎
の
繭
問
屋
や
長
野
県
小
諸
の
蚕
市
・
上
田
、
東
京
な

ど
に
流
通
し
た
。
ま
た
以
降
は
、
引
沼
集
落
に
あ
っ
た
入
山
製
炭

農
事
実
行
組
合
に
出
荷
さ
れ
た
。
な
お
戦
後
は
昭
和
四
十
年
代
前

半
ま
で
、
種
繭
生
産
も
行
わ
れ
て
い
た
。

に
よ
っ
て
、
小
農
複
合
経
営
全
体
の
地
域
的
特
色
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
き
た
い
。

７



第４表伝統的小農複合経営を構成していた主な生業の特色

生業の名称 生業の場 生業の特色

商
品
生
産

○養蚕時期→地区が高冷な気侯なため、晩霜の害にあう危険性が少ない「初秋蚕」
が中心、

養蚕 ○農家の母家

宅
地
域
利
用

馬飼養 ○馬の入手法→長野県上高井郡や中之条町などからの馬喰を介したｉ借馬」と購

入による。（借馬は、１１月～翌年５月までの冬季が中心）

○飼養目的→厩肥牛藤、山仕事などでの畜力確保。

○内厩

自
給
生
産

一
商
品
生
産
一

自
給
生
産

役肉牛飼養 ○牛の入手法→吾妻郡各地の馬飼が連れて来る生後1年の仔牛を購入。

○品種→朝鮮牛や黒毛和種がおもに飼われた。

○飼養目的→厩肥生産、山仕事などでの畜力確保の他、仔牛を育て売却する肥
育生産の意味もあった。

○牛舎

(桑栽培） ○桑園 ○生産量の不足→食糧自給確保のための麦類・雑穀栽培におきれ、作付面積が小

規模で桑収穫量が不足気味（宅地域の養蚕には、畦桑・山桑も
利用された川

麦類・雑穀類

(大麦･小麦・
ヒエ･アワ）

｡畑地 I卓越作物→高冷のため栽培力：難しい水稲のかわりに地区で主食あるいはそれに

準ずる地位を与えられていた、麦類(とくに大麦)･雑穀類(とくにヒ

エ・アワ)の生産が卓越。

耕
地
利
用

その他の作物 ○畑地 ○標高による作物内容の差

､大豆（ミソマメ）…標高１０００ｍ未満の畑で栽培が卓越。

､大正期に導入された花いんげん…標高900ｍ以上の畑で栽培

○卓越作物→油脂作物としてはイクサと呼ばれた荏胡麻が卓越。

○原木の入手→国有林払い下げ林の特売山に大きく依存。○特売山

○私有林地

木Ｔ品年産

．そのため原木の安定確保が約束きれた。

･一方、木工品生産の原木として最適の原木が特売lllにないことも多く、原木

には他の木が多用（メンバはトウヒの代わりにアカマツを使用、木鉢はカツ
ラが不足のためトチノキを多用)。

○生産者→曲師と杓子屋・鉢屋という木工品津産者が並存。

･製品内容→曲師は、メンバ（弁当箱）・柄杓子など曲物類をつくった。一方、

杓子屋は杓子、鉢屋は木鉢をつくった。

･製品の加工場所…曲師は曲物類を作る薄板ｒ曲げ板」の制作までは山中、そ
の後の製品化は農家の宅地で行った。しかし杓子屋・鉢屋

は、木の伐採から製品化までの全工程を山中で行った。

商
品
生
産

山
城
利
用

○原木の入手一国有林払い下げ林の特売山・薪炭共用林に大きく依存。

○木炭の種類→石窯による白炭生産が中心｡土窯による黒炭生産は昭和初期以降、
生産がのびてきたもの。

○原木内容→白炭の原木は、ナラのほか多くの雑木が利用された。しかし黒炭
の原木はﾅﾗだけが利用きれた。

木炭生産 ○特売山

○薪炭共用林

○私有林地

○狩猟→マタギ文化の影響の下、組織的な集団猟も実施その他

○生業の場所_県内唯一の’国有林内に設置された薪炭共用林」に大きく依存。○薪炭共用林

○私有林地

マキ生産自
給
生
産

○生業場所→明治初期から1949年（昭和24）まで国有林に編入されたことで、他

の土地利用に転用されることなく、安定的に維持。

○採草地採草

（野草採取）

(1994年現地聞き取り調査により作成）

８

生業の名称 ＨＬ業の湯 生業の時色

宅
地
域
利
用

商
品
出
産
一

自
給
生
寵

養蚕

馬飼養

役l剤'1飼養

Ｏ農家の杜家

○内庇

○Z卜舎

Ｏ養蚕時期－－地区が高冷な気峡なため､晩霜の害ＩＦあう危険性が少ない｢初秋蚤」
がⅡnJ`し､．

○馬の人手法・･長野県上高井郡や中之条町などからの馬喰を介した！{汁馬一と購
入(Fよる：借11引よ】１月一翌ｲＦ５ｊｊまでの冬季が中心）

ｏ飼養;:的一､鷹１１Ｍ:塵、山廿事などでの帯刀確保。

○牛の入手法-伊吾妻郡各地の馬飼が連れて来る生後1年の仔`'二を購入。
<>IiT,極・朝鮮牛や黒毛和狸がおもiﾆ飼われた
○飼養日的・厩肥患産、１１１{１日事などでの畜力砿保の他、仔牛を育て売却する肥

育生産の意味もあった。

腓
地
利

商
品
生
産

自
給
峨
産

(桑栽培>’

麦鋲・雑穀鎖

（大麦･小麦．

ヒー・アワ）

その他の作物

Ｏ栗回

Ｏ畑地

Ｏ畑地

○生産透の不正→食糧自給確保のための麦類・雑穀栽培ﾋﾞﾆおざれ、作ｲjliT積が小

規使で桑収穫量がｲﾓ正気味〈宅地域の養蚕には、吐桑・;I薬も

利用きれた延。

Ｏ卓越作１１ﾂﾞ→尚冷のため栽培力:難しい

喋り,ろ地位を与えられて

－．アワ>の生産が;１２趣。

水稲のかわり'二地lｽﾞで主食あるいはそれに

いた、麦類(とくに大麦)･雑投類(とく､ここ

Ｏ標尚｡ごよる作物内容の雄

||:彊期鳥鯏,鰯Ⅱ聯鰯櫛;i;iiili：;鱗繍
()卓越作物・抽脂作物出し（.はイク端】･と呼ばれた櫟胡麻が点越。

山

城
利
用

曲
砧
屯
産

一
向
結
盟
産

木且品生産

木炭生産

の他

-了;H｢･龍産

採草

(野草採取）

○特売l:：

Ｏ思有林地

○狩売111

○薪炭夫li:林

Ｏ私有ｲﾄﾞ地

<)薪炭共jW林
○私有林地

地一早採

○原木の入手－１ﾕl右林払い'､~げ林の特売:Jに大きく依存．

そ･のため原木の安定確保が約束きれた。

・・方、イこＴ品生産の原木として麟造の原木が特売111に左いこｋも多く、原木

にIま他の木が多用、メンバは旧ウ:望の代わI〕ＩＦアカマヅを仇lⅡ、木鉢}よ刀ツ

ラが刀､足のｆＹめトチノキを多用)（

ＯＬ'二産帝→曲師と杓十厘・鉢屋というｲさｒ品生産昔力並行。

製品･勺容－曲師は、メンバ（ﾌﾞﾄﾞ当箱）・柄杓子など曲物類購つくった。-万、
杓子I義は杓子、鉢屋は木銚をつくった。

製品の11Ⅱ12場所･･･曲節は曲物類を作る薄板'~mIjF板，のIMI作まではIu中、そ
の後の礎品化は農家の宅地で行った。：塚かＩ〆稔了睦・鉢樫

iま、木の伐採から製品化までの全工程をiiiIi=で行った。

oll;(木の人手．。『可有林払いＦげ林の特売UI・薪炭共用林に上きく依存。
Ｃ木炭の種頬→舐.窯i：よるﾃﾞ】炭生潅が''4,,.18窯i二よる照炭生産は１１N和初期以降、

塔産がのびてきたもの。

○原木内容－:型】炭の原木【よ、ノラのほか多くの雑木力輔Irl]きれた｡しかし黒炭
の原木はﾌﾞ･ラだiﾅが利1.1された。

○狩猟－－マタギ文化の影響の下、組織的な錐Ll1猟も実施。

Ｏ生業の嚇所一県内唯一の〒固有林内に設置ぢれた薪炭共H]林」’二大きぐ依存。

Ｏ蛸業場所－明治初剛力､ら:949年（昭和24）ま□国有】}}；に縮人暮れた『.とで、他
の1.地利用に転用善れることなく、安定的に維持。



②
馬
飼
養
地
区
で
は
近
世
期
同
様
、
厩
肥
生
産
と
山
仕
事
に
使

う
畜
力
確
保
、
駄
賃
つ
け
な
ど
へ
の
利
用
を
目
的
と
し
て
、
内
厩

で
雌
馬
の
単
頭
飼
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大

戦
を
機
に
飼
養
は
衰
退
し
て
ゆ
き
、
一
九
五
○
年
代
前
半
に
は
飼

養
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

地
区
の
馬
飼
養
で
は
、
借
馬
と
い
う
馬
の
入
手
法
が
多
く
採
ら

れ
て
い
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
借
馬
は
、
生
後
二
、
三
歳
以
上
の

賃
貸
馬
を
、
若
干
の
金
を
払
い
借
り
受
け
る
慣
行
で
あ
る
。
地
区

で
は
こ
の
慣
行
を
、
カ
リ
ウ
マ
と
呼
ん
で
い
た
。
農
家
は
、
長
野

県
上
高
井
郡
や
中
之
条
町
な
ど
の
馬
喰
か
ら
、
賃
貸
料
を
払
い
馬

を
借
り
受
け
て
い
た
。
と
く
に
上
信
国
境
の
渋
峠
を
毎
年
十
一
月

に
越
え
、
村
を
訪
れ
る
信
州
の
馬
喰
か
ら
の
借
馬
が
多
か
っ
た
。

中
に
は
、
二
軒
共
同
で
借
馬
を
す
る
農
家
も
あ
っ
た
。
馬
は
十
一

月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
冬
季
、
農
家
の
山
仕
事
に
利
用
さ
れ
た
。

そ
し
て
翌
春
の
五
月
頃
に
再
訪
し
た
馬
喰
が
、
馬
を
連
れ
帰
る
と

き
、
農
家
は
若
干
の
金
を
貰
い
受
け
た
。
た
だ
し
貰
う
金
を
減
じ

て
、
仔
馬
を
譲
っ
て
も
ら
う
農
家
も
あ
っ
た
。

な
お
信
州
の
農
村
地
帯
に
戻
さ
れ
た
馬
は
、
そ
の
後
、
水
田
の
代

か
き
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。
大
正
期
か
ら
第
二
次
大
戦
前
を
ピ
ー

ク
に
発
展
し
た
信
州
の
賃
貸
馬
制
は
一
般
に
、
長
野
県
内
外
の
水

但 ０

田
地
帯
に
「
春
先
」
、
馬
を
貸
し
出
す
形
態
が
卓
越
し
て
い
た
。
し

か
し
、
本
地
区
へ
の
賃
貸
馬
供
給
は
、
山
仕
事
で
の
畜
力
の
需
要

が
多
く
な
る
、
「
冬
季
」
が
中
心
と
な
る
特
性
を
も
っ
て
い
た
。

な
お
農
家
の
中
に
は
、
中
之
条
町
の
馬
喰
な
ど
か
ら
の
購
入
馬

を
飼
養
す
る
家
も
あ
っ
た
。
米
価
が
１
第
十
円
だ
っ
た
一
九
三
五

年
（
昭
和
十
）
当
時
、
｜
頭
三
百
円
程
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
直
後
に
は
一
頭
五
百
円
か
ら
六
百
円
で
あ
っ
た
。
同
じ
馬
を

使
役
可
能
な
限
り
、
十
年
間
も
飼
養
す
る
農
家
も
ま
れ
で
は
な

か
っ
た
。
農
家
は
、
馬
が
使
役
で
き
な
く
な
る
と
、
馬
喰
に
廉
価

で
売
却
す
る
か
、
馬
喰
の
連
れ
き
た
四
五
歳
馬
と
交
換
し
た
。

③
役
肉
牛
飼
養

牛
は
明
治
初
期
ま
で
、
駄
畜
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
。
本
地
区

Ｉ
野
反
湖
湖
畔
ｌ
秋
山
郷
小
赤
沢
間
の
地
形
険
阻
な
ル
ー
ト
「
牛

道
」
で
、
そ
れ
ら
の
牛
は
仲
買
人
の
物
資
交
流
に
も
利
用
さ
れ
て

い
た
。
借
馬
慣
行
を
通
し
地
区
と
交
流
が
あ
っ
た
長
野
県
上
高
井

郡
で
も
明
治
初
期
、
南
部
牛
・
佐
渡
牛
を
主
体
と
す
る
牝
牛
を
駄

剛

獣
と
し
て
飼
養
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
馬
喰
が
、
馬
と
と
も
に
、

牛
を
地
区
に
も
た
ら
す
機
会
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
飼

養
頭
数
は
わ
ず
か
で
、
統
計
に
も
現
れ
な
い
程
だ
っ
た
。

し
か
し
一
九
五
○
年
代
前
半
か
ら
牛
は
、
馬
に
代
わ
る
役
畜
と

し
て
、
最
も
重
要
な
飼
養
家
畜
に
な
っ
た
。
当
初
、
牛
は
馬
と
同

様
、
内
厩
で
単
頭
飼
い
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
五
○
年
代
中

頃
か
ら
、
宅
地
庭
先
の
牛
舎
で
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

牛
飼
養
で
は
、
畜
力
利
用
以
外
に
肥
育
生
産
を
目
的
と
し
て
い
た

点
が
特
徴
で
あ
る
。
飼
養
さ
れ
る
牛
の
雌
雄
頭
数
に
大
差
は
な

か
っ
た
が
、
去
勢
さ
れ
た
雄
牛
が
若
干
多
か
っ
た
。
ま
た
吾
妻
郡

各
地
の
馬
喰
が
も
た
ら
す
黒
毛
和
種
や
朝
鮮
牛
が
飼
養
さ
れ
て
い

た
点
も
特
徴
で
あ
る
。
と
く
に
朝
鮮
牛
は
、
牽
強
、
従
順
で
使
役

９



し
や
す
か
っ
た
た
め
大
正
期
以
降
、
吾
妻
郡
内
に
普
及
し
た
牛
で

あ
る
。
一
九
五
○
年
代
前
半
の
場
合
、
農
家
は
、
生
後
一
歳
程
の

普
通
の
仔
牛
を
一
一
一
万
円
程
で
購
入
し
、
一
、
二
年
後
、
そ
れ
を
八

万
円
前
後
で
馬
喰
に
売
却
し
た
。

口
耕
域
利
用

①
桑
栽
培
桑
栽
培
は
養
蚕
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
実
施
さ
れ
て

い
た
生
業
で
あ
る
。
本
地
区
の
畑
地
で
は
、
麦
類
・
雑
穀
類
栽
培
が

卓
越
し
て
い
た
た
め
、
桑
園
に
す
る
土
地
面
積
を
確
保
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
。
ま
た
標
高
千
川
以
上
の
耕
域
で
は
、
寒
冷
な
た
め

桑
栽
培
自
体
が
困
難
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
一
般
に
、
桑
園
面
積

は
小
規
模
で
、
桑
の
生
産
量
は
不
足
気
味
だ
っ
た
。
地
区
で
は
、
養
蚕

に
使
用
す
る
桑
の
多
く
を
、
キ
ワ
ッ
ク
ワ
と
も
呼
ば
れ
た
畦
桑
、
土

手
、
傾
斜
地
上
の
桑
、
あ
る
い
は
山
桑
に
依
存
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

②
穀
薮
類
栽
培
第
５
表
は
、
’
九
一
一
四
年
（
大
正
十
三
）
に
お

け
る
六
合
村
全
域
の
作
物
別
収
穫
面
積
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
表
は
、
穀
寂
類
す
な
わ
ち
麦
類
・
雑
穀
類
・
豆
類
の
自
給
生

産
が
卓
越
し
て
い
た
、
地
区
の
耕
域
利
用
の
特
色
を
よ
く
反
映
し

て
い
る
。
根
広
集
落
の
、
あ
る
標
準
農
家
の
場
合
、
一
九
五
五
年

（
昭
和
三
十
）
頃
ま
で
、
大
麦
・
小
麦
を
一
一
十
豚
‐
、
ヒ
エ
を
一
一
十

庇
‐
、
ア
ワ
や
キ
ビ
・
チ
ョ
ウ
セ
ン
ビ
エ
を
三
面
Ｉ
、
大
豆
・
小
豆
を

十
哺
程
、
栽
培
し
て
い
た
。

麦
類
・
雑
穀
類
の
中
で
と
く
に
栽
培
が
卓
越
し
て
い
た
作
物

は
、
主
食
や
そ
れ
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
大
麦
や
ヒ
エ
で

第５表六合村における伝統的主要農産物の生産（大正13年）
作物名

麦類

収穫面積（ha） 反収（石）

1８７ 0．７９

ヒエ 9５ ２

アワ 3５ ０．６５

雑穀類 モロコシ ６ 0．３

ソノ、 ３ ０．６

キビ１４１ ２ Ｉ

工芸作物（桑） 6５．６ 1４．３

豆
一
一
皇

大
一
小

3２ ］
豆類 3９

７ 0．７

一
一
リ
ー
ー
ー
ン
ー

根
一
ス
｜
ウ
ー
ギ
ー
菜
一
ジ
ヲ

衣
ナ
ー
ュ
ー
ネ
ー
白
一
ン
一
カ

－
一
キ
ー
一
三
》

８．５ 2０

４ 2５

２ 1５

野菜類 2７．５ § １４

５ 1０

Ｉ 1４

１ 1０

ヨ
ー
モ

シ
｜
イ
ー

イ
ム
マ

レ
｜
ツ

バ
ー
サ

1０ 2０
イモ 1１

] 3０

米類 ９ ０．２２

(1994年『訶妻郡村誌』により作成）

※玄米１石は150kg換算

※大麦１石は108.8kg、小麦１石は136.9kg換算
※大豆１石は136.9k月換算

1０－

作物ｉｉｚｉ I{Ｘ』f鰹lmT頁（ｈａ】 反収〈石）

巽類 1８７ ０－７９

雑穀類

1.1

ヒエ．

アワ

モ[~lコシ

ソノ《

キビ

０．６５

0．３

０．６

Ｔ雲作物（桑） 6５．６ ］４．３

豆類 3９

豆
一
豆

3２

0.7

野菜類 2７．５

大根

・ナス

キュウリ

ネギ

白菜
P＝ンジン

カプ

８
屯
一
壹

２０

２５

１５

１４

１０

１４

【0

イモ lユ
ノ（レイショ

ザツマイモ

1０ ２０

３０

米類 ０－２２



あ
る
。
と
く
に
標
高
千
肘
付
近
に
耕
域
を
も
つ
坂
上
地
域
の
集
落

で
は
一
般
に
、
積
雪
の
影
響
か
ら
麦
類
栽
培
が
停
滞
し
、
雑
穀
類

栽
培
が
卓
越
し
て
い
た
。
一
方
、
坂
下
地
域
の
引
沼
・
世
立
や
和

光
原
集
落
な
ど
で
は
大
麦
栽
培
が
卓
越
し
て
い
た
。
な
お
明
治
初

期
に
導
入
さ
れ
た
水
稲
作
は
、
冷
涼
な
山
地
性
の
気
候
の
た
め
、

不
振
で
あ
っ
た
。
引
沼
・
世
立
な
ど
一
部
の
集
落
で
、
｜
毛
作
形

態
で
、
零
細
な
水
田
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

地
区
で
は
ま
た
、
味
噌
と
豆
腐
の
原
料
で
ミ
ソ
マ
メ
と
呼
ば
れ

た
大
豆
も
、
標
高
千
川
未
満
の
畑
地
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

晴
れ
の
食
事
に
使
わ
れ
る
小
豆
も
小
規
模
な
が
ら
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
は
標
高
九
五
○
脚
か
ら
千
五
百
吋
程
の
畑
地

で
、
ま
た
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
地
区
に
導
入
さ
れ
た
花
イ
ン

ゲ
ン
も
標
高
九
百
腕
以
上
の
畑
地
で
小
規
模
、
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

④
蔬
菜
類
栽
培
大
根
・
ネ
ギ
・
白
菜
な
ど
の
蔬
菜
類
は
伝
統

的
に
、
セ
ン
ザ
イ
バ
タ
ケ
と
呼
ぶ
自
家
菜
園
で
自
給
生
産
さ
れ
て

い
た
。
自
家
菜
園
は
数
町
程
度
の
小
規
模
な
も
の
が
多
く
、
根
広

集
落
の
標
準
農
家
の
場
合
、
三
Ｗ
‐
程
の
規
模
が
多
か
っ
た
。
た
だ

し
地
区
南
部
の
梨
木
・
荷
付
場
集
落
で
は
昭
和
初
期
ま
で
、
西
隣

の
草
津
町
を
市
場
と
す
る
大
根
・
白
菜
な
ど
の
蔬
菜
類
の
商
品
生

産
す
な
わ
ち
近
郊
農
業
も
卓
越
し
、
多
少
、
規
模
の
大
き
な
生
産

を
行
っ
た
。
両
集
落
で
生
産
さ
れ
た
蔬
菜
類
は
、
農
協
や
仲
買
人

を
介
せ
ず
、
草
津
町
に
直
接
、
個
人
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

⑤
そ
の
他

ま
た
地
区
で
は
、
イ
ク
サ
と
呼
ば
れ
た
油
脂
作
物
の
エ
ゴ
マ
が
、

日
山
域
利
用

①
国
有
林
概
観
本
地
区
の
山
域
利
用
は
、
国
有
林
依
存
が
大
き

か
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
個
々
の
生
業
の
特
徴
を
検
討
す
る
前
に
、

地
区
の
国
有
林
を
概
観
し
た
い
。
ま
ず
第
６
表
に
は
、
一
九
九
三

年
（
平
成
五
）
現
在
に
お
け
る
、
国
有
林
率
の
高
い
群
馬
県
内
の

町
村
が
ま
と
め
て
あ
る
。
表
は
、
本
地
区
を
含
む
六
合
村
が
現
在
、

九
○
・
｜
軒
と
県
内
最
高
の
国
有
林
率
で
あ
る
点
を
示
し
て
い

る
。
全
国
平
均
値
の
十
八
・
七
軒
を
考
え
れ
ば
、
非
常
に
高
い
水

準
で
あ
る
。

本
地
区
山
域
の
大
半
が
国
有
林
（
官
有
林
）
に
編
入
さ
れ
た
の

は
、
群
馬
県
で
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
か
ら
一
八
八
一
年
（
明

治
十
四
）
に
実
施
さ
れ
た
、
土
地
官
民
有
区
分
及
地
租
改
正
の
時

幽
幽

で
あ
る
。
東
京
大
林
区
中
之
条
小
林
区
と
い
う
、
東
京
大
林
区
署

（
東
京
営
林
局
）
の
管
轄
区
と
し
て
の
編
入
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
二
四
年
、
林
区
署
官
制
改
革
に
よ
っ
て
相
当
区
は
入
山
担
当

区
と
改
称
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
相
当

区
は
前
橋
営
林
局
の
管
轄
に
な
り
、
’
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
二

か
ら
は
、
引
沼
・
花
敷
担
当
区
に
分
割
さ
れ
た
。
ま
た
一
部
は
草

創

津
担
当
区
・
白
根
担
当
区
と
な
っ
た
。

小
規
模
な
が
ら
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
な
お
地
区
に
は
、
白

根
山
信
仰
に
か
か
わ
り
ゴ
マ
と
サ
ト
イ
モ
が
、
禁
忌
作
物
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
蔬
菜
類
の
商
品
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
梨
木
・
荷

付
場
集
落
で
も
、
キ
ュ
ウ
リ
が
禁
忌
作
物
に
な
っ
て
い
た
。
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国
有
林
編
入
当
初
、
国
有
林
地
で
の
農
家
の
草
木
採
取
は
、
入

会
慣
行
と
し
て
黙
認
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
八
九
○
年
（
明
治

二
十
三
）
、
官
有
森
林
原
野
及
産
物
特
別
処
分
規
則
に
よ
っ
て
、

国
有
林
地
内
で
採
取
し
た
樹
木
を
、
農
家
が
有
料
で
買
い
取
る
特

売
制
度
が
法
制
化
さ
れ
た
。
ま
た
翌
年
、
地
区
に
も
と
も
と
あ
っ

た
採
草
地
・
萱
場
へ
の
入
会
慣
行
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
一
方

で
、
そ
の
利
用
に
際
し
、
農
家
に
利
用
申
請
義
務
が
課
さ
れ
る
こ

”

と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
八
九
九
年
（
明
治
一
一
一
十
一
一
）
国
有
林
野
法

第６表群馬県における国有林率の高い市町村

林野面積 林野率 国有林率
番号 市郡名 市町村名

(lmf） (％） (％）

吾妻郡’六合村’１７９．４１８８．５１９０.］

２１吾妻郡｜草津町’３１．４１１６３．１１８８．５

３１１利根郡｜水上町’４２６．７１８０．９１８４．５

４１利根郡｜利根村’244.5187.8182.0

５１利根郡｜新治村’１４２．８１７８．３１７４６

６|吾妻郡｜中之条町’１８９．１１７９．９１６７．６

７１利根郡｜川場村’７０．６１１８２．７１５９．０

８１市部｜沼田市’８２．９１６０．８１５３．７

９|吾妻郡｜嬬恋村1252.1175.0’５３．５

１０｜勢多郡｜黒保根村’９０．３１８９．０’53.0

県全体 4103.51６４．５１４４．３

(1994年、「第39回・群馬県統計年鑑・平成５年刊行」により作成）
※林業就業者数は、１５歳以上のものを対象にし、平成２年10月１
日の数値を表す

が
制
定
さ
れ
る
と
、
国
有
林
利
用
へ
の
規
制
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
農
家
は
、
木
工
品
生
産
な
ど
の
生
業
維

持
の
た
め
営
林
署
に
、
国
有
林
利
用
に
関
す
る
契
約
締
結
な
ど
の

た
め
、
再
三
の
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
正
期
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
、
各
集
落
の
周
辺
山
域
に
は
、
委
託
林
・
特
売
山

の
よ
う
な
払
い
下
げ
林
地
が
固
定
的
に
設
定
さ
れ
た
。
地
区
の
国

有
林
地
が
中
之
条
小
林
区
の
管
轄
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ま
ず
集
落
周
辺
の
国
有
林
地
に
は
、
委
託
林
が
設
置

さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
薪
炭
共
用
林
と
呼
ば
れ
た
林
地

⑫ ０

で
あ
る
。
委
託
林
は
農
家
に
対
し
、
自
家
消
費
用
の
マ
キ
や
ソ
ダ

を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
払
い
下
げ
ら
れ
た
林
地
で
あ
る
。
各
小

字
単
位
に
設
置
さ
れ
た
製
炭
組
合
に
、
廉
価
で
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
県
内
で
委
託
林
が
設
定
さ
れ

た
の
が
唯
一
、
入
山
地
区
の
国
有
林
だ
け
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

な
お
委
託
林
は
、
本
来
の
使
用
目
的
と
は
は
ず
れ
、
商
業
製
炭
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
梨
木
・
荷
付
場
集
落
な
ど
で

は
、
マ
キ
の
商
品
生
産
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
同
時
期
、
特
売
山
も
集
落
周
辺
山
域
に
設
定
さ
れ
た
。
特

売
山
は
、
農
家
の
木
工
品
生
産
や
、
商
業
製
炭
な
ど
を
支
え
る
目

的
で
、
集
落
の
周
辺
に
設
定
さ
れ
た
林
地
で
あ
る
。
毎
年
、
小
字

ご
と
に
設
け
ら
れ
た
製
炭
組
合
を
通
し
、
比
較
的
高
値
で
払
い
下

げ
ら
れ
た
。
主
と
し
て
商
業
製
炭
に
使
わ
れ
、
薪
炭
林
あ
る
い
は

製
炭
林
と
い
わ
れ
た
。

ま
た
明
治
以
前
か
ら
あ
っ
た
採
草
地
は
、
国
有
林
編
入
後
も
、

]２

番号 市郡培 市町村堵
林野面積

(k㎡）

林野察

(％〉

国有林率

(％）

妾郡 |寸 179 8８ 9０．１

妻郡 草漣町 ３１ 6３ 8８

利根郡 水！：町 426 8０ 8４

利根郡 利根村 244 8７ 8２

利根郡 新沿材 142

妻郡 中之条町 189

利根郡 川場村 7０ 8２ ５９

lh部 洞門Ｊ：行 8２ 6０ 5３

郡妻五
灘

嬬恋村 252 7５ 5３

10 勢多郡 黒保根村 9０ 8９ iｊ３

県全体 4103 6４ 1４



集
落
単
位
に
無
償
で
貸
し
付
け
ら
れ
、
実
質
上
は
集
落
共
有
の
草

地
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
各
集
落
は
、
農
家
数
を
反
映
し
た
規
模
と

数
の
採
草
地
を
貸
し
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た
。
’
九

四
九
年
（
昭
和
二
十
四
）
国
有
林
管
理
規
制
改
正
に
よ
り
、
採
草

地
の
所
有
権
は
、
各
集
落
の
牧
野
組
合
に
売
却
さ
れ
た
。
こ
の
牧

野
解
放
に
際
し
て
は
、
面
積
を
減
じ
ら
れ
る
採
草
地
も
多
か
っ
た
。

ま
た
牧
野
解
放
後
も
ま
も
な
く
、
長
平
・
梨
木
集
落
な
ど
の
よ
う

に
、
所
有
権
を
個
々
の
農
家
に
分
割
す
る
集
落
を
は
じ
め
、
和
光

原
・
小
倉
集
落
の
よ
う
に
全
部
ま
た
は
一
部
を
企
業
に
売
却
す
る

集
落
も
あ
っ
た
。
た
だ
世
立
・
引
沼
・
荷
付
場
集
落
を
は
じ
め
、

多
く
の
集
落
は
、
牧
野
組
合
の
管
理
の
も
と
、
集
落
共
用
草
地
と

し
て
、
採
草
地
を
維
持
し
た
。

ま
た
国
有
林
地
に
は
昭
和
初
期
ま
で
、
屋
根
材
・
炭
俵
材
料
と

な
る
カ
ヤ
を
採
取
す
る
萱
場
も
あ
っ
た
。
萱
場
は
各
集
落
の
周
辺

山
域
に
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
地
区
北
西
部
の
ガ
ラ
ン
沢
と
長
笹

沢
川
に
狭
ま
れ
た
山
域
に
、
入
山
地
区
の
全
農
家
が
共
用
す
る
萱

場
も
あ
っ
た
。
萱
場
で
採
取
し
た
カ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
小
字
単
位

に
あ
る
製
炭
組
合
を
通
じ
、
農
家
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
。

か
く
し
て
農
家
は
、
薪
炭
共
用
林
・
特
売
山
・
採
草
地
・
萱
場

な
ど
の
国
有
林
野
の
利
用
を
通
し
、
山
域
利
用
を
展
開
し
て
い
た
。

②
山
域
利
用
の
実
態

ａ
・
木
工
品
生
産
木
工
品
生
産
は
、
南
部
の
梨
木
・
荷
付
場
集

落
を
除
き
、
地
区
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
農
閑
余
業
で
あ
る
。

明
治
三
十
年
代
か
ら
大
正
初
期
、
日
用
品
と
し
て
の
安
定
需
要
を

旧

背
景
に
、
生
産
白
｜
里
が
ピ
ー
ク
を
む
か
え
て
い
た
。
当
時
は
、
赤
岩

山
南
麓
付
近
を
は
じ
め
、
地
区
北
辺
の
奥
山
に
あ
っ
た
国
有
林
払

い
下
げ
林
に
物
質
的
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
大
正
中
期
以

降
、
国
有
林
の
払
い
下
げ
条
件
が
厳
し
く
な
り
、
原
木
入
手
が
困

難
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
生
産
農
家
は
次
第
に
減
少
し
、
一

九
二
一
一
年
（
大
正
十
一
）
に
は
約
七
十
戸
余
り
に
な
っ
た
。
ま
た

生
産
量
も
減
少
し
て
い
っ
た
。
昭
和
初
期
以
降
は
、
集
落
周
辺
山

域
に
設
定
さ
れ
た
特
売
山
を
利
用
し
て
、
細
々
と
生
産
が
行
わ
れ

て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
戦
時
体
制
下
の
一
九
四
一
年
（
昭

和
十
六
）
、
木
工
品
生
産
農
家
の
全
戸
が
強
制
的
に
木
炭
生
産
に

従
事
さ
せ
ら
れ
る
と
、
生
産
は
休
止
状
態
に
陥
っ
た
。
し
か
し
一

九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
頃
、
戦
争
直
後
の
物
不
足
を
背
景
に
生

産
は
一
時
、
回
復
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
ま
も
な
く
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
・
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
な
ど
代
替
品
生
産
に
押
さ
れ
、
’

九
六
○
年
代
前
半
に
は
、
商
品
生
産
と
し
て
成
立
し
な
く
な
っ
た
。

地
区
の
木
工
品
生
産
の
特
徴
は
第
一
に
、
木
工
生
産
者
と
し
て
、

曲
物
を
つ
く
る
曲
師
（
メ
ン
パ
ャ
）
と
、
木
地
製
品
を
つ
く
る
杓

旧 帥

子
屋
・
鉢
屋
が
存
在
し
た
占
州
で
あ
る
。
曲
師
と
杓
子
屋
・
鉢
屋
と

の
間
に
は
、
生
産
者
の
性
格
や
、
製
品
の
加
工
場
所
に
相
違
点
が

６ ０

あ
っ
た
。
ま
ず
曲
師
の
場
合
、
製
品
は
、
針
葉
樹
の
薄
板
で
あ
る

マ
ゲ
イ
タ
を
加
工
し
メ
ン
バ
（
面
通
）
と
い
う
弁
当
箱
や
、
柄
杓

な
ど
を
作
っ
た
。
曲
師
は
経
営
耕
地
規
模
が
大
き
く
、
養
蚕
に
力

を
入
れ
る
農
家
が
多
く
、
夏
季
の
生
産
を
行
わ
な
い
者
が
多
か
っ

た
。
ま
た
材
料
取
り
や
マ
ゲ
イ
タ
製
作
は
山
中
で
行
っ
た
が
、
製

1３



品
加
工
は
農
家
の
宅
地
内
で
行
っ
て
い
た
。
｜
方
、
杓
子
屋
・
鉢

屋
の
場
合
、
製
品
は
広
葉
樹
を
利
用
し
た
杓
子
や
木
鉢
で
あ
る
。

経
営
耕
地
規
模
の
小
さ
な
農
家
が
多
く
、
夏
季
で
も
生
産
に
従
事

す
る
農
家
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
ヤ
マ
ド
リ
と
呼
ば
れ
た
材
料

採
り
か
ら
製
品
加
工
ま
で
の
全
工
程
を
山
中
で
行
っ
て
い
た
。
な

お
、
曲
師
、
杓
子
屋
・
鉢
屋
の
い
ず
れ
の
製
品
も
、
ナ
カ
シ
あ
る

い
は
モ
ト
ジ
メ
と
い
う
地
区
内
外
の
仲
買
人
に
出
荷
さ
れ
、
東

京
・
埼
玉
・
長
野
・
新
潟
な
ど
他
県
や
、
草
津
温
泉
に
流
通
し
て

い
た
。
仲
買
人
は
、
製
品
を
集
荷
し
販
売
す
る
農
家
で
あ
る
。
彼

ら
は
現
金
歳
末
後
払
い
あ
る
い
は
現
金
前
渡
し
の
形
で
、
農
家
か

ら
製
品
を
集
荷
し
て
い
た
。
昭
和
初
期
ま
で
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
の
は
、
地
区
内
数
人
の
仲
買
人
で
あ
る
。
た
だ
し
個

人
農
家
が
製
品
の
一
部
を
、
年
末
、
中
之
条
の
暮
市
に
持
っ
て
い

き
、
売
却
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
特
徴
の
第
二
は
、
原
木
入
手
の
大
半
を
特
売
山
な
ど
の
国

有
林
材
に
依
存
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
た
だ
し
曲
物
類
の
場
合
、

集
落
周
辺
の
特
売
山
に
は
、
』
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
最
適
な
原
木
が
な
い

こ
と
も
多
く
、
私
有
林
地
の
ア
カ
マ
ッ
な
ど
を
原
木
と
し
て
購
入

し
、
使
用
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

ｂ
，
木
炭
生
産
地
区
で
商
業
製
炭
が
開
始
さ
れ
た
時
期
は
、
木

工
品
生
産
の
衰
退
が
始
ま
っ
た
大
正
中
期
以
降
で
あ
る
。
し
か
し

特
に
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
戦
時
下
、
木
工
品
生
産
農
家

の
全
戸
が
、
強
制
的
に
木
炭
生
産
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
以
降
で
あ

る
。
戦
後
、
木
工
品
生
産
が
停
滞
し
て
か
ら
は
、
一
九
六
○
年
頃

ま
で
、
最
も
重
要
な
農
閑
余
業
で
あ
っ
た
。

木
炭
は
昭
和
初
年
ま
で
、
地
区
内
の
仲
買
人
に
出
荷
さ
れ
て
い

た
。
仲
買
人
に
出
荷
さ
れ
た
製
品
は
、
草
津
温
泉
の
旅
館
や
、
中

之
条
町
・
吾
妻
町
方
面
の
問
屋
な
ど
に
流
通
し
た
。
昭
和
初
期
以

降
は
、
’
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
発
足
し
た
入
山
製
炭
農
事
実
行

組
合
や
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
そ
れ
を
吸
収
合
併
し
成
立
し

た
六
合
村
農
業
会
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
一
九
五
八
年

（
昭
和
一
一
一
十
三
）
以
降
は
六
合
村
農
業
共
同
組
合
に
出
荷
さ
れ
た
。

地
区
の
木
炭
生
産
の
特
徴
は
第
一
に
、
原
木
を
特
売
山
な
ど
の

国
有
林
材
に
依
存
す
る
農
家
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

第
７
表
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
表
は
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三

十
四
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
本
地
区
を
含
む
六
合
村
の
製
炭
農

家
一
二
二
戸
の
う
ち
約
八
七
・
七
軒
の
百
七
戸
が
、
国
有
林
材
を

利
用
し
て
製
炭
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、

国
有
林
材
に
依
存
す
る
製
炭
農
家
の
割
合
が
、
県
内
町
村
の
中
で

も
高
い
方
で
あ
っ
た
事
実
も
示
し
て
い
る
。

ま
た
木
炭
生
産
の
第
二
の
特
徴
に
は
、
石
窯
に
よ
る
白
炭
生
産

が
中
心
だ
っ
た
点
が
あ
る
。
製
炭
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
、
農
家
は

平
均
で
、
十
数
ト
ン
は
白
炭
を
生
産
し
て
い
た
。
一
方
で
土
『
窯
に
よ

る
大
規
模
生
産
が
可
能
な
黒
炭
生
産
は
、
昭
和
初
期
以
降
、
徐
々

に
生
産
が
延
び
た
も
の
の
、
生
産
量
は
少
な
か
っ
た
。

０
．
商
業
的
狩
猟
地
区
で
は
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
を
ピ
ー
ク

に
、
商
業
的
狩
猟
が
一
部
の
農
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
北

の
「
牛
道
」
を
経
て
、
地
区
を
訪
れ
た
秋
田
マ
タ
ギ
の
影
響
を
受
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け
、
独
特
の
狩
猟
伝
統
が
成
立
し
て
い
た
。
当
時
、
品
木
・
見
寄
・

世
立
・
京
塚
・
小
倉
・
長
平
と
開
拓
集
落
の
田
代
原
集
落
で
は
、

マ
タ
ギ
同
様
の
組
織
的
な
集
団
猟
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。

ｄ
・
マ
キ
・
ソ
ダ
生
産
囲
炉
裏
な
ど
で
の
燃
料
材
と
な
る
マ
キ

の
生
産
は
、
一
九
六
○
年
代
中
頃
ま
で
全
農
家
が
行
っ
て
い
た
。

生
産
目
的
の
中
心
は
自
家
消
費
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
梨
木
・
荷
付

場
集
落
で
は
、
昭
和
二
十
年
代
ま
で
西
隣
の
草
津
温
泉
な
ど
を
市

場
と
し
て
、
マ
キ
の
商
品
生
産
、
出
荷
も
行
っ
て
い
た
。
棚
（
坪
）

第７表国有林に依存する製炭が卓越する町村

（1959年４月～60年３月）

製炭をし 国有林材を 国有林材

た世帯の 利用した 利用世帯
番号 市郡名 市町村名

数 世帯数 の割合

(戸） (戸） (％）

１１勢多郡｜粕川村’２ ２１１００

２１利根郡｜片品村’２５１１２４９１９９．２

３１利根郡｜新治村Ｉ１４８１１４０１９４．６

４|吾妻郡｜草津町’２５１２２１８８

５|吾妻郡’六合村Ｉ１２２１１０７１８７．７

６１勢多郡｜黒保根村’１３１１１１８４．６

７１１利根郡｜利根村’２８６１２４２１８４．６

８１利根郡｜水上町’1０４１８４１８０．８

９|吾妻郡｜長野原町’１０４１１７３１７０．２

１０１利根郡｜川場村’1０４１７３１７０．２

(1994年、ｒ1960年世界農林業センサス・林業編』により作成）

と
い
う
単
位
で
、
マ
キ
販
売
を
し
て
い
た
。
地
区
の
マ
キ
生
産
の

特
徴
は
、
薪
炭
共
用
林
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
各

集
落
周
辺
の
山
域
に
あ
っ
た
薪
炭
共
用
林
は
、
輪
伐
体
系
の
も
と
、

数
年
お
き
に
小
面
積
ず
つ
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
。

ｅ
・
採
草
家
畜
飼
料
や
堆
肥
原
料
と
な
る
野
草
の
採
取
つ
ま
り

採
草
も
、
地
区
の
全
農
家
が
実
施
し
て
い
た
伝
統
生
業
で
あ
る
。

こ
の
生
業
の
特
徴
は
、
生
業
の
場
で
あ
る
採
草
地
が
一
九
四
九
年

ま
で
国
有
林
の
貸
付
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
安
定
的
に
維
持
さ

れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
数
年
お
き
に
、
各
集
落
の
牧
野
組
合
で
農

家
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
不
公
平
の
生
じ
な
い
よ
う
、
各
農
家

ご
と
の
利
用
草
地
の
割
り
当
て
が
決
定
さ
れ
た
。
何
年
お
き
に
利

用
草
地
を
交
換
す
る
か
は
、
集
落
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
。
草
地

利
用
の
開
始
日
つ
ま
り
山
の
口
も
、
各
集
落
ご
と
に
定
め
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
一
般
に
は
、
秋
の
彼
岸
中
日
以
降
で
あ
っ
た
。

③
そ
の
他
の
山
域
利
用
地
区
で
は
一
九
六
○
年
頃
ま
で
、
自
然

物
利
用
が
卓
越
し
て
い
た
。
ま
ず
生
産
資
材
と
し
て
の
縄
に
は
シ

ナ
ノ
キ
の
内
皮
が
、
ま
た
屋
根
材
や
白
炭
用
の
炭
俵
の
材
料
と
し

て
は
、
萱
場
や
採
草
地
の
カ
ヤ
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
縄
・
ム
シ

ロ
を
作
る
素
材
と
し
て
は
ス
ゲ
・
チ
ガ
ャ
が
広
く
使
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
箒
作
り
に
は
、
ホ
ウ
キ
グ
サ
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ワ

ラ
ビ
縄
・
ワ
ラ
ピ
粉
の
生
産
も
、
採
草
地
の
ワ
ラ
ビ
根
を
採
取
し

て
実
施
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
集
落
の
周
辺
山
域
や
奥
山
で
は
、
山
菜
・
キ
ノ
コ
・
山

の
実
が
採
取
さ
れ
、
食
用
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
木
の
実
で
は
秋

1５

番号 市郡名 ｢１J町村名

製炭をし

た世帯の

数

(戸）

玉I右林材を

利、した

世帯数

(戸）

国有林材

利用世帯

の割合

(％）

勢多郡 粕):：村 100

利根郡 ｊＪＴｌｌＡ材 251 249 9９．２

利根郡 新治村 148 140 9４

妻郡 菌津町 2５ 2２

吾妻郡 ボオ
U□ 1２２ ﾕ0７ 8７

勢多郡 黒保根村 二３ ﾕ１ 8４

利根郡 利根村 286 242 別

利根郡 水１２町 ﾕ0４ 8４ 8０

妻郡 躍野原町 1０４ 7３ 7０

1０ 詞l相猟1１ I「場材。 104 7３ 7０



に
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
・
ア
ケ
ビ
・
山
椒
の
実
が
採

取
さ
れ
た
。
山
菜
類
で
は
春
に
、
ワ
ラ
ビ
・
タ
ラ
ッ
ペ
・
コ
ゴ
メ

（
コ
ゴ
ミ
）
・
ヤ
マ
ウ
ド
・
フ
キ
・
フ
キ
ノ
ト
ウ
・
ミ
ズ
ナ
・
セ

リ
・
ミ
ツ
バ
・
ヨ
モ
ギ
な
ど
が
採
取
さ
れ
た
。
キ
ノ
コ
類
で
は
、
九

月
末
頃
か
ら
十
月
頃
に
か
け
て
奥
山
で
雑
タ
ケ
が
採
取
さ
れ
て
い

た
。
雑
タ
ケ
と
は
、
マ
イ
タ
ケ
・
モ
タ
シ
（
別
名
ナ
ラ
ブ
サ
・
ド
ロ
モ

タ
シ
）
・
ナ
メ
コ
な
ど
種
々
の
自
生
の
キ
ノ
コ
類
の
総
称
で
あ
る
。

な
お
一
九
四
○
年
代
中
頃
ま
で
、
地
区
で
は
カ
リ
肥
料
の
代
用

と
し
て
、
採
草
地
の
ク
マ
笹
・
カ
ヤ
な
ど
を
焼
い
て
灰
に
し
た
草

木
灰
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

口
地
域
外
就
労

地
域
外
就
労
は
全
般
に
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
地
域
外
就
労
に

は
、
農
家
が
農
閖
余
業
と
し
て
行
う
生
業
と
、
農
林
業
を
行
わ
な

い
農
家
構
成
員
が
恒
常
的
に
就
労
す
る
生
業
と
が
あ
っ
た
。
卓
越

し
て
い
た
の
は
前
者
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
農
閑
余
業
の
生
業
と
し

て
、
昭
和
十
年
前
後
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
、
仲
買
人

や
駄
賃
稼
ぎ
、
マ
キ
・
蔬
菜
類
販
売
な
ど
が
あ
っ
た
。
仲
買
人
は
、

繭
・
木
工
品
・
木
炭
な
ど
の
製
品
を
地
区
内
の
農
家
か
ら
集
め
、

長
野
・
新
潟
県
や
草
津
・
中
之
条
町
な
ど
近
隣
町
村
の
問
屋
、
市

に
も
っ
て
行
き
売
却
し
、
収
益
を
得
る
生
業
で
あ
る
。
た
だ
し
地

区
内
で
仲
買
人
を
す
る
農
家
は
数
軒
で
あ
っ
た
。
仲
買
人
は
、
製

品
を
輸
送
し
た
先
で
、
米
・
塩
・
正
月
の
ツ
ク
リ
モ
ノ
な
ど
を
購

入
し
て
地
区
に
戻
り
、
農
家
に
そ
れ
ら
を
販
売
し
て
い
た
。
ま
た

駄
賃
稼
ぎ
は
「
駄
賃
つ
け
」
と
呼
ば
れ
、
仲
買
人
に
雇
わ
れ
、
製

品
を
馬
に
乗
せ
た
り
、
背
負
っ
て
近
隣
町
村
に
輸
送
し
、
現
金
収

入
を
得
る
生
業
で
あ
る
。
農
家
は
、
十
二
月
か
ら
翌
三
月
下
旬
ま

で
の
木
工
品
生
産
の
合
間
を
縫
っ
て
、
仲
買
人
か
ら
仕
事
を
貰
い
、

駄
賃
稼
ぎ
を
行
っ
た
。
駄
賃
稼
ぎ
を
す
る
農
家
も
少
な
か
っ
た
。

な
お
仲
買
人
が
い
な
か
っ
た
梨
木
・
荷
付
場
集
落
な
ど
で
は
、
農

家
が
、
西
の
草
津
町
の
旅
館
な
ど
に
マ
キ
を
は
じ
め
、
大
根
・
白

菜
・
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
蔬
菜
類
を
個
人
出
荷
し
て
い
た
。
と
く
に

マ
キ
の
販
売
が
卓
越
し
て
い
た
。
さ
ら
に
農
閑
余
業
の
生
業
と
し

て
は
、
大
正
末
期
頃
か
ら
の
国
有
林
の
請
負
林
業
労
務
が
あ
っ
た
。

ま
た
昭
和
十
年
代
東
京
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
花
敷
Ｉ
吾
妻
町
松

谷
間
の
燧
道
工
事
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
）
か
ら
一
九
五
四

年
（
昭
和
二
十
九
）
頃
の
野
反
湖
電
源
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
工
事

へ
の
臨
時
的
雇
用
就
労
が
あ
っ
た
。
沼
田
・
草
津
や
長
野
県
な
ど

県
内
外
地
域
へ
の
出
稼
ぎ
も
あ
っ
た
。

一
方
、
恒
常
的
一
雇
用
就
労
の
機
会
は
少
な
く
、
一
九
四
四
年
か
ら

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
）
ま
で
、
元
山
の
群
馬
鉄
山
で
の
鉄
鉱

石
採
掘
に
か
か
わ
る
も
の
が
、
戦
後
に
な
り
増
大
し
た
。
他
は
、
西

の
草
津
町
で
の
旅
館
な
ど
で
の
就
労
機
会
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

四
、
事
例
集
落
の
小
農
複
合
経
営

次
に
本
地
区
の
農
家
経
営
の
実
態
と
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
世
立
集
落
を
事
例
と
し
て
、
伝
統
的
小
農
複
合
経

営
の
概
要
を
み
て
ゆ
く
（
写
真
と
。
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伝
事
例
集
落
の
概
観
本
集
落
は
行
政
的
に
は
、
第
３
図
に
示

さ
れ
る
世
立
地
区
に
属
し
て
い
る
。
信
濃
源
氏
・
木
曾
義
仲
ゆ
か

り
の
「
明
け
の
山
本
、
宵
の
山
本
」
伝
説
が
残
る
集
落
で
あ
る
。

集
落
域
は
、
松
岩
山
の
西
、
標
高
八
一
一
○
肘
か
ら
千
肘
の
地
点
に

広
が
っ
て
い
る
。
地
形
的
に
は
、
東
西
に
流
れ
る
依
田
尾
沢
川
に

向
い
南
面
傾
斜
す
る
、
傾
斜
度
十
度
か
ら
二
十
五
度
の
斜
面
上
に

あ
る
。
と
く
に
斜
面
上
方
の
、
標
高
九
一
○
川
か
ら
九
六
○
吋
の

地
点
に
あ
る
民
家
密
集
域
「
世
立
」
が
集
落
の
中
心
で
あ
る
。
こ

の
「
世
立
」
の
下
方
に
は
傾
斜
度
二
十
度
前
後
の
急
傾
斜
の
耕
地

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
地
滑
り
活
動
に
由
来
す
る
崩
積
土

マ
ッ
チ
が
広
く
覆
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
世
立
」
よ
り
も
高
所
に
も
、

数
戸
の
農
家
が
集
ま
る
「
上
世
立
」
が
あ
り
、
周
囲
に
ク
ロ
ノ
ポ

鱸☆;露$灘鼠？為？
■

iii蕊議li1ii1JiiiD鑿iil
十一》鑿〉弓

｢可!…麺

型

写真１世立集落遠景(1987年10月）

ゥ
を
主
体
と
す
る
畑
地
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
「
上
世
立
」
は
、

標
高
差
か
ら
「
世
立
」
に
対
し
て
、
積
雪
が
多
く
、
冬
の
季
節
風

が
強
く
吹
き
、
冷
涼
な
気
候
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
集
落
の
周
辺
山
域
に
は
民
有
林
が
、
そ
の
周
り
に
は
国
有

林
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
）
の
森
林
簿
に

よ
れ
ば
、
民
有
林
の
総
面
積
は
七
一
・
七
六
鯵
で
あ
る
。
う
ち
私

有
林
は
約
一
一
三
諺
、
集
落
共
有
の
採
草
地
が
約
四
十
四
心
で
、
残

り
が
数
戸
共
有
の
林
地
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
国
有
林
内
に
は
、
薪

炭
共
用
林
や
特
売
山
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

’
九
九
五
年
現
在
、
本
集
落
で
は
農
林
業
が
停
滞
し
て
い
る
。

薑篝|世立地区

JHJTiiJfhiiiil灘
第３図世立地区の位置

注）右図の境界線は小字境を示す。
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第８表世立地区における農家経営の概要

農家一戸当り経経営耕地面積(ha）專兼業別農家数(戸）総世帯数 総農家数
年次

営耕地面積(ha）桑園二極兼業 合計 畑一種兼業

一ｍｍ

専業１口）(Ｆ１）

０．６６2．３０ 2２．１０ 4．１０2８．５０３1960年 4３ ： 3７4６

０．６２1８．３０ 3．８０2．５０2４．６０2７1970年 ６4０10

0．５６3．６５1３．１１1８．８８ 2．１２1975年
｢1

3０5）９ 3４

0．３０9．３４ 0J０9．９７ 0．４９3０1980年 3３
5Ｊ

4３

0．２３1．０４ 6－２４7．２８2８1985年
○９ 3２ ■

0.164．７７5．３９ 0．６２1990年
｡

2５○ 3２ ５

(1992年世界農業センサスにより作成）

■

皿
明
弘
刊
刈
的
“
別
弘
姐
坐
羽
弘
明
別
四
Ｍ
９
４

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
歳

肌
開
別
而
而
閃
Ⅲ
弱
加
妬
仙
弱
訓
路
加
咀
、
５
０

＝て与皀

’

１０人５0０５10人

第４図世立地区における年齢階層別人ロ構成図
（1992年１月１日現在、六合村役場資料により作成）

１８－

(ﾕ992年世界農業センサスにより作成）

年次
総世帯数

(戸）

総農家数

(戸）

専兼業別農家数(戸）

専業 .-種兼業 ：種兼業 合ｉ計；

哲耕地

田

面積(ha）

畑 桑薊

農家一j-i当り経

常耕地iiii積〈Ｍ）

l96Mf ４６ 4３ 3７ ２８．５０ 3０ 22.10 ４．：０ ６６

1970年 1０ 4０ 2７ 2４．６０ 5０ 1８．３０ 3．８０ 6２

1975年 3４ 3０ 1８．８８ 1２ 1Ｈ＿１１ １－６５ ５６

1980年 ４３ 3３ 3０ 9．９７ 4９ ９．３４ 0.10 ３０

1985ｲド 2８ 7．２８ ０４ ６．２４ 2３

l990fi： 3２ 5．３９ 6２ ４．７７ 1６



大
半
の
農
家
は
、
普
段
は
草
津
町
へ
の
ス
キ
ー
場
や
旅
館
な
ど
へ

の
就
労
、
隣
接
町
村
へ
の
会
社
勤
務
な
ど
地
域
外
就
労
に
従
事
し
、

土
日
だ
け
自
給
的
農
林
業
を
行
う
第
二
種
兼
業
農
家
が
多
い
。
第

８
表
の
よ
う
に
、
’
九
九
○
年
（
平
成
一
一
）
で
は
、
農
家
の
二
戸

当
り
の
経
営
耕
地
規
模
は
○
・
一
六
鯵
と
、
極
め
て
零
細
で
あ
る
。

現
在
、
地
域
外
就
労
を
中
心
に
宅
地
域
利
用
は
行
わ
ず
、
蔬
菜
類

な
ど
の
自
給
生
産
と
、
若
干
の
花
卉
類
・
豆
類
な
ど
の
商
品
生
産

か
ら
な
る
耕
域
利
用
、
シ
イ
タ
ケ
の
自
給
生
産
な
ど
山
域
利
用
を

組
み
合
わ
せ
た
小
農
複
合
経
営
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

第
４
図
は
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
｜
月
一
日
に
お
け
る
世
立

地
区
の
年
齢
階
層
別
人
口
構
成
図
で
あ
る
。
図
は
現
在
、
高
齢
者

や
女
性
が
農
家
経
営
を
支
え
て
い
る
事
実
を
反
映
し
て
い
る
。
こ

写真２ほたるの里事業の推進

（1995年８月）

れ
ら
の
担
い
手
に
よ
り
現
在
で
も
集
落
で
は
、
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
キ

ビ
・
ソ
バ
・
エ
ゴ
マ
栽
培
や
、
自
家
用
の
木
炭
生
産
、
杓
子
生
産

な
ど
の
伝
統
生
業
が
、
辛
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

な
お
集
落
で
は
一
九
九
○
年
代
に
入
り
、
集
落
景
観
が
急
速
に

変
貌
し
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
近
年
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）

実
施
の
ふ
る
さ
と
緊
急
活
性
化
事
業
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九

五
年
実
施
の
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
な
ど
で
、
集
落
内
の
道
路

整
備
、
舗
装
化
が
急
速
に
進
ん
だ
（
写
真
２
）
。
そ
の
結
果
、
道

路
沿
い
の
林
地
の
多
く
が
、
伐
り
払
わ
れ
た
。
ま
た
宅
地
域
で
は
、

一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
を
最
後
に
飼
養
さ
れ
る
牛
の
姿
が
消
え

た
。
民
家
の
建
て
替
え
も
目
だ
っ
て
増
え
て
き
た
。
さ
ら
に
耕
域

で
は
一
九
九
三
年
頃
か
ら
、
六
合
村
農
業
共
同
組
合
の
指
導
に
よ

写真３花卉類栽培（1994年８月）
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ロ
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
の
実
態

本
集
落
に
は
一
九
六
○
年
頃
ま
で
、
四
十
八
戸
前
後
の
農
家
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
農
家
の
小
農
複
合
経
営
を
成
立
さ
せ
て
き
た

主
な
生
業
は
、
第
５
図
の
よ
う
な
変
遷
を
し
て
き
た
。
図
中
の
、

個
々
の
線
の
太
さ
は
主
観
に
も
と
づ
い
て
、
各
生
業
の
盛
衰
を
反

映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
一
九
六
○
年
以
前
に
卓
越
し
て
い

た
本
集
落
の
伝
統
的
生
業
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
く
。

①
宅
地
域
利
用
第
６
図
は
一
九
五
○
年
頃
（
昭
和
二
十
五
）

「
上
世
立
」
に
あ
っ
た
標
準
農
家
の
宅
地
景
観
で
あ
る
。
「
上
世
立
」

で
は
、
農
家
戸
数
が
少
な
く
、
宅
地
面
積
を
比
較
的
広
く
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
農
家
経
営
の
複
合
性
を
反
映
す
る
、

様
々
な
付
属
施
設
が
宅
地
域
に
は
造
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
宅

地
域
の
中
心
だ
っ
た
の
は
母
屋
で
あ
る
。
集
落
で
は
、
明
治
後
期

ま
で
一
階
建
の
茅
葺
き
民
家
が
一
般
だ
っ
た
。
し
か
し
明
治
後
期

以
降
、
二
階
建
て
民
家
が
増
加
し
た
。
つ
ま
り
同
時
期
の
養
蚕
普

り
、
収
益
性
の
高
い
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
・
ト
リ
カ
ブ
ト
・
ト
ラ
ノ
ォ

な
ど
の
花
卉
類
の
畑
が
急
速
に
広
が
っ
た
（
写
真
３
）
。
一
方
、

ヒ
エ
・
ア
ワ
・
エ
ゴ
マ
な
ど
伝
統
作
物
の
畑
は
、
急
激
に
姿
を
消

し
て
き
た
。
一
九
九
○
年
を
最
後
に
水
田
も
姿
を
消
し
た
。
ま
た

近
年
、
と
く
に
利
用
度
が
低
く
な
り
天
然
更
新
が
進
ん
で
い
た
山

域
の
採
草
地
も
現
在
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
作
る
計
画
が
進
行

中
で
あ
る
。

及
に
と
も
な
い
、
二
階
を
蚕
室
に
利
用
す
る
習
慣
と
と
も
に
、
二

階
建
て
民
家
が
集
落
内
に
増
え
た
の
で
あ
る
。
二
階
建
て
民
家
は
、

写
真
４
の
よ
う
な
セ
ガ
イ
造
り
と
い
う
工
法
で
造
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
二
階
の
梁
を
前
面
に
何
尺
か
出
し
、
二
階
の
空
間
を
広

く
と
る
工
法
で
あ
る
。
屋
根
型
は
切
妻
造
り
が
多
く
、
カ
ヤ
を
葺

い
た
ク
ズ
屋
根
、
ク
リ
板
を
葺
い
た
ク
リ
板
屋
根
や
、
石
置
き
屋

根
な
ど
が
あ
っ
た
。

第
７
図
は
、
一
九
三
○
年
頃
（
昭
和
五
）
の
「
上
世
立
」
の
標

準
農
家
の
母
屋
の
間
取
り
で
あ
る
。
図
の
よ
う
に
母
屋
一
階
は
、

土
間
が
あ
り
、
そ
の
横
に
「
田
の
字
」
に
区
割
り
さ
れ
た
部
屋
が

あ
る
、
「
変
則
的
な
田
の
字
型
」
の
間
取
り
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
二
階
は
大
広
間
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
、

写真４セガイ造りの民家

（1987年８月）
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第６図世立集落におけるＡ農家の宅地とその周辺耕地の利用（1950年頃）

（1988年現地聞き取り調査により作成）
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第７図世立集落における伝統的な民家の間取りの一例（1930年頃）
注）数字は畳数を示す

（1988年現地聞き取り調査により作成）

集
落
北
西
一
・
五
キ
ロ
腕
の
地
点
に
あ
る
花

敷
温
泉
を
共
同
浴
場
と
し
て
利
用
し
て
い

た
た
め
、
内
風
呂
を
も
た
な
か
っ
た
。
ま

た
便
所
は
、
外
便
所
が
多
か
っ
た
。
こ
う

し
た
母
家
の
中
で
特
に
、
生
業
の
場
と
し

て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
｜
階
の
土
間
・
内

厩
と
、
二
階
の
大
広
間
で
あ
る
。

ま
ず
土
間
で
は
、
冬
季
農
閑
余
業
と
し

て
、
縄
な
い
．
ム
シ
ロ
織
り
・
炭
俵
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
内
厩
で
は
一

九
五
○
年
代
前
半
ま
で
、
主
と
し
て
信
州

の
馬
喰
か
ら
の
賃
貸
馬
や
購
入
馬
が
、
単

頭
飼
い
さ
れ
て
い
た
。
馬
の
飼
養
目
的
は
、

厩
肥
の
自
給
生
産
と
、
山
仕
事
の
た
め
の

畜
力
確
保
で
あ
る
。
農
家
は
内
厩
の
床
に

依
田
尾
沢
川
に
沿
う
草
地
や
、
採
草
地
か

ら
採
取
し
た
野
草
を
細
か
く
切
っ
て
敷
き

詰
め
て
お
い
た
。
な
お
馬
飼
養
が
衰
退
し

て
以
降
は
、
庭
に
設
置
さ
れ
た
牛
舎
で
、

吾
妻
郡
各
地
の
馬
喰
な
ど
が
も
た
ら
す
黒

毛
和
種
の
牛
な
ど
が
、
役
肉
兼
用
の
大
家

畜
と
し
て
、
単
頭
飼
い
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
二
階
大
広
間
と
一
階
の
デ
エ
は
、

養
蚕
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
集
落
に
は
、

2３



養
蚕
回
数
を
初
秋
蚕
と
晩
秋
蚕
の
二
回
と
す
る
農
家
が
多
か
っ

た
。
た
だ
し
収
繭
量
で
は
初
秋
蚕
が
、
卓
越
し
て
い
た
。
初
秋
蚕

の
掃
立
て
は
七
月
二
十
日
頃
、
上
族
は
八
月
十
五
日
頃
で
あ
っ
た
。

ま
た
晩
秋
蚕
の
掃
立
て
は
八
月
十
日
頃
、
上
族
は
九
月
下
旬
で

あ
っ
た
。
一
戸
当
り
の
掃
立
卵
量
で
は
、
二
十
域
ラ
か
ら
一
一
一
十
”
ラ
の

農
家
が
多
か
っ
た
。
昭
和
十
年
頃
、
入
山
製
炭
農
事
実
行
組
合
に

稚
蚕
飼
育
所
が
で
き
る
ま
で
、
｜
階
の
デ
エ
な
ど
が
稚
蚕
飼
育
に

利
用
さ
れ
て
い
た
。
三
齢
以
上
の
蚕
の
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の

は
、
二
階
の
大
広
間
で
あ
る
。
大
広
間
で
は
、
竹
製
の
棚
が
二
棚

か
ら
四
棚
ほ
ど
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
差
し
込
ん
だ
竹
籠
の
上
で
蚕

が
飼
わ
れ
て
い
た
。
蚕
へ
の
給
桑
回
数
は
一
日
三
、
四
回
で
あ
っ

た
。
給
桑
形
態
は
戦
前
、
桑
の
葉
を
摘
み
取
り
蚕
に
与
え
る
挫
桑

育
の
み
だ
っ
た
が
、
戦
後
、
大
規
模
な
養
蚕
農
家
で
は
給
桑
の
効

率
化
の
た
め
、
条
桑
育
を
行
っ
た
。
な
お
上
籏
に
使
わ
れ
る
族
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
前
は
ヤ
ト
イ
と
い
う
茅
製
籏
だ
っ
た
が
戦
後

は
、
藁
製
籏
、
回
転
族
と
変
遷
し
た
。
な
お
生
産
さ
れ
た
繭
は
昭

和
十
年
頃
ま
で
は
地
区
の
仲
買
人
に
、
以
降
は
入
山
製
炭
農
事
実

行
組
合
、
六
合
村
農
業
会
、
六
合
村
農
業
共
同
組
合
の
順
で
、
出

荷
先
が
変
遷
し
た
。

②
耕
域
利
用
第
８
図
は
、
民
家
の
密
集
域
「
世
立
」
の
南
に
広

が
っ
て
い
た
、
一
九
四
○
年
（
昭
和
十
五
）
頃
の
耕
域
の
様
子
を
、

あ
る
農
家
の
聞
き
取
り
に
よ
り
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
よ

う
に
耕
域
は
、
畑
地
・
水
田
・
桑
園
な
ど
の
地
目
か
ら
構
成
さ
れ
、

面
積
で
は
畑
地
が
卓
越
し
て
い
た
。
個
々
の
農
家
は
、
耕
域
の
中

に
一
筆
当
り
の
面
積
が
一
Ｗ
‐
か
ら
一
戸
‐
程
の
耕
地
を
複
数
、
分
散

さ
せ
て
所
有
し
、
そ
れ
ら
の
経
営
に
当
た
っ
て
い
た
。

ま
ず
畑
地
で
は
穀
寂
類
の
自
給
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
農
家

二
戸
当
た
り
の
経
営
す
る
畑
地
は
五
十
町
程
度
で
あ
っ
た
。
と
く

に
栽
培
面
積
で
卓
越
し
て
い
た
の
は
、
冬
作
物
の
大
麦
・
小
麦
と
、

夏
作
物
の
ヒ
エ
・
ア
ワ
で
あ
る
。
当
時
、
あ
る
標
準
農
家
で
は
、

そ
れ
ら
を
二
十
庇
－
程
ず
つ
栽
培
し
て
い
た
（
写
真
５
、
写
真
６
）
。

第
９
表
の
よ
う
に
大
麦
は
ヒ
キ
ワ
リ
メ
シ
な
ど
主
食
に
、
小
麦
は

ウ
ド
ン
・
マ
ン
ジ
ュ
ウ
な
ど
副
食
に
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
ヒ

エ
・
ア
ワ
は
、
ヤ
キ
餅
・
ア
ワ
団
子
・
ア
ワ
餅
・
ポ
タ
餅
・
ヒ
エ

団
子
な
ど
晴
れ
の
食
事
や
副
食
だ
け
で
な
く
、
ア
ワ
飯
・
ヒ
エ

飯
・
カ
テ
飯
な
ど
主
食
に
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
一
方
、
農
家
は

大
豆
・
小
豆
を
十
Ｗ
‐
程
ず
つ
栽
培
し
て
い
た
。
ま
た
大
根
・
白
菜

な
ど
蔬
菜
類
の
自
給
生
産
も
、
小
規
模
な
が
ら
行
っ
て
い
た
。

ま
た
桑
畑
は
、
採
桑
を
考
慮
し
、
交
通
の
便
が
い
い
道
路
沿
い

に
置
か
れ
て
い
た
。
戦
前
は
入
山
製
炭
農
事
実
行
組
合
か
ら
、
戦

後
は
農
協
か
ら
購
入
し
た
三
年
生
程
の
苗
木
を
五
月
頃
に
定
植
し

て
、
桑
畑
を
作
っ
た
。
た
だ
し
農
家
の
大
半
は
十
打
前
後
の
桑
園

し
か
も
た
ず
、
養
蚕
に
は
土
手
や
傾
斜
地
の
桑
や
、
キ
ワ
ッ
ク
ワ

と
い
う
畦
桑
、
あ
る
い
は
山
桑
を
多
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
養

蚕
の
時
期
、
農
家
が
桑
の
刈
り
取
り
を
行
っ
た
の
は
、
朝
夕
の
二

回
程
で
あ
る
。
な
お
養
蚕
に
使
用
さ
れ
た
後
の
ク
ワ
ゼ
つ
ま
り
桑

の
枝
は
、
畑
の
肥
料
に
利
用
さ
れ
た
。

ま
た
水
田
は
農
家
が
野
草
を
採
取
し
て
い
た
草
地
と
同
様
、
依

2４
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第８図世立集落における伝統的な土地利用（1940年頃）
（1992年現地聞き取り調査をもとに再現）



写真６アワ栽培（1988年８月）

第９表世立集落における伝統的な麦類・雑穀類の利用

主な調理法穀物名 加工

ひき割り｜ヒキワリメシ六条大麦麦
マンジュウ・うどん・おつけ団子

粉食小麦類 ヤキモチ(オヤキ・イリヤキ・ボケなどとも言う）

ヒエメシ・カテメシ(カブなどを混ぜて妙飯）粒食
ヒエ(全てウルチ種）

粉食 ヒエ団子

ウルチ種
粒食 アワメシ

(オロアワ）

モチ種

アワ

雑

粉食 アワモチ・ポタモチ・アワ団子・ヤキモチ
穀 (モロアワ）

粉食｜団子
粉食｜ソバ麺・ソバカキ・おつけ団子・ヤキモチ

モロコシ
類

ソハ 繼
錘ウルチ種 キビメシ

キビ
キビメシ・キビ団子・キビモチモチ種

粉食｜チョウセン団子朝鮮ビエ

米
類 水稲(ウルチが種） 粒食 飯

成(1987年現地聞き取り調査により作

－２６－

穀物7１ 力]]~T： ･ｉｉな調理法

麦
類

ﾉ『条大麦

'j､麦

ひき割り

粉食

ヒキワリメシ

マンジュウ・う好ん・おつけ団子

ヤキモチ(オヤキ・イリヤキ・ボケなどとも言う）
雑
穀
類

ヒエ(全てウルチ種）

アワ

ウルチ極

(オTIアワ）

モチ種

(モロアワ）

モ［１コ

ソバ

キビ
ウルチ種

モチ種

朝鮮ビ.エ

粒食

粉食

繊
一
艫

粉食

粉食

粒食

粒食

粉食

ピエメシ・カテメシ(カブなどを混ぜて妙飯）

ヒエLu＝

アフメシ

.アヮモチ・ポタモチ・アワ田子・ヤキモチ

位

ソ 麺・ソバカキ・おつけ団子・ヤキー唇チ

キ
｜
キ

メシ

メシ・キビLli子・キビモチ

ヲ ウセン団子

米
類 水稲(ウルチが種） 粒食 飯
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（1992年現地聞き取り調査をもとに再現）



田
尾
沢
川
沿
い
の
低
湿
地
な
ど
に
小
規
模
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

農
家
一
戸
当
り
の
経
営
規
模
は
五
啼
前
後
で
あ
っ
た
。
な
お
依
田

尾
沢
川
沿
い
に
は
一
九
五
五
年
頃
ま
で
、
穀
類
の
調
整
作
業
に
使

う
数
戸
共
有
の
水
車
小
屋
が
六
基
、
設
置
さ
れ
て
い
た
。

③
山
域
利
用
第
９
図
に
は
、
農
家
が
伝
統
的
に
、
最
も
よ
く

利
用
し
て
い
た
三
つ
の
山
域
を
記
し
た
。
さ
き
に
述
べ
た
採
草
地
、

薪
炭
共
用
林
、
特
売
山
で
あ
る
。

ま
ず
図
の
よ
う
に
、
集
落
東
部
に
あ
る
松
岩
山
南
西
の
緩
斜
面

に
は
、
集
落
共
用
の
採
草
地
が
四
つ
あ
っ
た
。
集
落
に
近
い
も
の

か
ら
順
に
、
上
の
棚
・
水
出
・
東
平
蔵
・
美
矢
次
郎
の
名
称
で
呼

ば
れ
て
い
た
。
採
草
地
の
総
面
積
は
八
十
紛
程
で
あ
っ
た
。
採
草

地
で
は
、
彼
岸
中
日
の
翌
日
に
あ
た
る
毎
年
九
月
二
十
四
日
頃
を

函ロ

『露,if辻騨倒ｚ:酵蕊

;i鱸lii1;il11ilIilill1iliilillli 鱸
餌

翻
醗圃

溌騨!？$鱸;|鰯蕊 ヨ

写真７採草地「上の棚」

（1987年８月）

山
の
口
と
し
て
、
家
畜
飼
料
や
堆
肥
生
産
に
つ
か
う
野
草
の
採
取

が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
十
呵
の
耕
地
経
営
に
使
う
厩
肥
生

産
の
た
め
、
干
草
に
換
算
し
て
、
年
間
約
一
ト
ン
の
野
草
が
採
取
さ

れ
た
（
写
真
７
）
。

ま
た
集
落
か
ら
一
キ
ロ
脚
程
離
れ
た
林
地
に
は
、
総
面
積
六
十
鯵

程
の
薪
炭
共
用
林
が
あ
っ
た
。
農
家
は
こ
れ
を
、
自
家
消
費
用
の

マ
キ
材
採
取
に
利
用
し
て
い
た
。
こ
こ
で
採
取
さ
れ
た
マ
キ
や
ソ

ダ
は
、
囲
炉
裏
や
竈
で
の
調
理
や
、
冬
季
の
暖
房
に
利
用
さ
れ
て

い
た
。
マ
キ
の
原
木
伐
採
は
春
先
四
月
に
行
わ
れ
て
い
た
。
マ
キ

は
、
ナ
ラ
を
最
適
樹
種
と
し
て
い
た
が
、
ナ
ラ
は
製
炭
に
も
利
用

さ
れ
て
い
た
の
で
、
原
木
に
は
ナ
ラ
以
外
の
ブ
ナ
・
ハ
ン
ノ
キ
・

イ
ヌ
ブ
サ
・
シ
ラ
カ
バ
・
サ
ク
ラ
な
ど
の
雑
木
が
多
用
さ
れ
た
。

原
木
は
長
さ
三
尺
（
約
九
○
・
九
飛
ン
）
に
玉
切
り
に
さ
れ
、
ナ
タ

で
幾
つ
か
に
縦
割
り
に
さ
れ
、
夏
の
間
、
山
中
に
放
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
マ
キ
は
、
乾
燥
し
て
軽
く
な
る
十
一
月
下
旬
か
ら
、
集
落

に
搬
入
さ
れ
た
。
こ
の
搬
出
作
業
を
マ
キ
ョ
セ
と
呼
ん
だ
。
農
家

の
軒
下
に
置
か
れ
た
マ
キ
は
、
玉
切
り
に
し
た
面
が
、
六
尺
四
方
の

棚
と
い
う
単
位
に
な
る
よ
う
に
積
ま
れ
た
。
マ
キ
を
よ
く
利
用
す

る
農
家
の
場
合
、
一
年
に
つ
き
三
棚
程
の
マ
キ
を
生
産
し
て
い
た
。

ま
た
ソ
ダ
の
採
取
は
、
私
有
林
地
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
農
作
業

の
合
間
を
縫
っ
て
、
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
８
）
。

さ
ら
に
集
落
東
に
あ
る
松
岩
山
の
南
西
斜
面
に
は
、
特
売
山
が

あ
っ
た
。
木
工
品
生
産
で
は
、
こ
の
特
売
山
や
私
有
林
の
木
々
が

原
木
に
利
用
き
れ
て
い
た
。
曲
師
と
い
う
生
産
者
が
、
弁
当
箱
の

2８



メ
ン
バ
（
ア
カ
マ
ッ
）
や
ヒ
シ
ャ
ク
な
ど
の
曲
物
類
を
作
っ
て
い

た
。
杓
子
屋
と
い
う
生
産
者
が
汁
杓
子
（
ハ
ン
ノ
キ
）
・
ご
飯
杓

子
（
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ブ
サ
）
を
、
鉢
屋
と
い
う
生
産
者
が
木
鉢
（
ト

チ
・
カ
ッ
ラ
ノ
キ
）
を
作
っ
て
い
た
。
と
く
に
集
落
の
生
産
品
と

し
て
卓
越
し
て
い
た
の
は
、
メ
ン
バ
と
汁
杓
子
で
あ
る
。
メ
ン
バ

生
産
の
場
合
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
上
旬
、
曲
師
が
山
中
に
小
屋

が
け
を
し
て
原
木
伐
採
を
行
な
い
、
次
ぐ
十
二
月
か
ら
三
月
下
旬

に
製
品
加
工
を
行
っ
た
。
ま
た
汁
杓
子
の
場
合
、
十
一
月
に
杓
子

屋
が
原
木
伐
採
を
行
い
、
次
ぐ
十
一
一
月
上
旬
か
ら
三
月
下
旬
を
中

心
に
、
山
中
の
小
屋
で
製
品
加
工
を
行
っ
て
い
た
。
た
だ
し
杓
子

屋
は
、
年
間
通
し
て
生
産
に
従
事
す
る
農
家
も
あ
っ
た
。
集
落
の

生
産
品
の
大
半
は
、
集
落
内
の
仲
買
人
に
売
却
さ
れ
、
県
内
各
地

や
埼
玉
、
新
潟
、
長
野
の
各
県
に
流
通
し
て
い
た
（
写
真
９
，
写

真
、
）
。
た
だ
し
年
末
の
中
之
条
町
の
暮
市
な
ど
に
は
、
生
産
農

霜
Fら露引 面■

写真８農家の宅地に積まれ

たマキ（1987年８月）

家
が
直
接
製
品
を
も
っ
て
い
く
場
合
が
多
か
っ
た
。
な
お
生
産
者

に
対
し
て
仲
買
人
か
ら
生
産
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

生
産
量
は
各
農
家
に
委
ね
ら
れ
た
。

ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
戦
時
体
制
下
以
来
、
重
要
な
商
品

生
産
に
な
っ
て
い
た
白
炭
生
産
は
、
特
売
山
の
ナ
ラ
な
ど
を
利
用

し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
白
炭
を
焼
く
石
窯
の
規
模
は
、
個
々
の
農

家
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
が
、
中
規
模
の
窯
で
間
口
五
尺
二
・

五
Ｍ
）
、
奥
行
き
七
尺
（
一
一
・
｜
燭
）
、
高
さ
六
尺
（
一
・
八
版
）

程
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
窯
は
、
農
閑
期
の
十
一
月
か
ら
十
二
月

下
旬
に
か
け
て
、
山
中
の
河
原
石
を
利
用
し
て
、
特
売
山
の
山
中

に
造
ら
れ
た
。
｜
月
頃
か
ら
木
炭
の
原
木
伐
採
が
窯
の
周
辺
山
域

で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
原
木
伐
採
と
並
行
し
て
製
炭
が
行
わ
れ
た
。

写真９杓子原木であるハンノキ

の伐採（1987年８月）
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最
盛
期
、
農
家
は
一
戸
当
た
り
五
ト
ン
か
ら
二
十
ト
ン
の
白
炭
を
産
出

し
て
い
た
。
生
産
さ
れ
た
白
炭
は
昭
和
十
年
頃
ま
で
は
、
地
区
の

仲
買
人
が
集
荷
さ
れ
た
が
、
中
之
条
町
沢
渡
や
吾
妻
町
な
ど
の
問

屋
、
草
津
町
の
旅
館
に
流
通
し
て
い
た
。
し
か
し
以
降
は
、
一
九

一
一
一
三
年
に
発
足
し
た
入
山
製
炭
農
事
実
行
組
合
、
六
合
村
農
業
会
、

六
合
村
農
業
協
同
組
合
の
順
で
、
出
荷
先
が
変
遷
し
た
。

な
お
図
示
し
て
い
な
い
が
松
岩
山
の
南
麓
、
ク
マ
ノ
ザ
ワ
（
ク

マ
ナ
ン
ザ
ワ
）
と
い
う
国
有
林
地
に
は
、
昭
和
初
期
ま
で
、
世
立

地
区
共
用
の
萱
場
が
あ
っ
た
。
農
家
は
地
区
の
製
炭
組
合
を
通
し
、

そ
こ
か
ら
カ
ヤ
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
そ
れ
を
屋
根
材
や
炭
俵
材

料
に
利
用
し
て
い
た
。
た
だ
し
昭
和
十
年
代
で
払
い
下
げ
は
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
二
十
年
代
以
降
の
白
炭
の
炭
俵

写真１０杓子生産（1987年７月）
日
事
例
集
落
に
お
け
る
農
家
経
営
シ
ス
テ
ム

次
に
本
集
落
で
、
各
部
門
の
生
業
が
ど
の
よ
う
に
結
合
し
、
伝

統
的
小
農
複
合
経
営
が
成
立
し
て
い
た
の
か
、
一
九
三
五
年
頃
の

状
況
を
例
に
、
示
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
第
、
表
は
、
一
九
八
七

年
に
調
査
し
た
農
家
一
一
十
四
戸
に
つ
い
て
、
一
九
三
五
年
当
時
の

主
要
な
生
業
の
組
み
合
わ
せ
を
、
商
品
生
産
と
自
給
生
産
の
二
つ

に
大
別
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
は
当
時
、
世
立
集
落
の

農
家
の
大
半
が
、
商
品
生
産
で
は
「
養
蚕
十
桑
栽
培
十
木
工
品
生

産
・
製
炭
」
、
自
給
生
産
で
は
「
馬
飼
養
十
穀
寂
類
・
蔬
菜
類
生

産
十
薪
生
産
・
採
草
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
を
軸
に
、
農
家
経
営

を
行
っ
て
い
た
実
態
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
宅
地
域
・
耕
域
・
山

に
は
、
採
草
地
の
カ
ヤ
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

④
地
域
外
就
労
地
域
外
就
労
は
余
り
盛
ん
で
は
な
く
、
農
閑
余

業
と
し
て
の
性
格
の
強
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
昭
和
初
期

の
場
合
、
集
落
内
で
木
工
品
・
木
炭
な
ど
の
仲
買
人
を
す
る
農
家

は
二
戸
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
付
随
し
行
わ
れ
た
駄

賃
稼
ぎ
を
す
る
農
家
も
、
数
戸
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
仲
買

人
や
駄
賃
稼
ぎ
は
、
十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
下
旬
頃
ま
で
の
冬
季

間
や
、
農
閑
期
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
昭
和
初
期
頃
に
行
わ

れ
て
い
た
地
域
外
就
労
に
は
、
国
有
林
請
負
業
務
や
、
花
敷
Ｉ
松

谷
間
の
燧
道
工
事
な
ど
へ
の
就
労
が
あ
っ
た
。
な
お
農
家
構
成
員

の
恒
常
的
雇
用
就
労
に
は
、
元
山
の
群
馬
鉄
山
へ
の
就
労
な
ど
が

あ
っ
た
。

3０



第10表世立集落における伝統的小農複合経営(1935年頃）

農
家
番
器

商品生産 自給生藤

宅地域利用｜耕域利用１山城利用ｌ地域外就労|宅地域利用ｌ耕域利用ｌ山城利用Ｉ地域外就労

養蚕② (桑栽培） 木丁吊仲買 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

木工品館産 薪生産

採草

１

護蚕(２ (桑栽培） ,馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

木下吊牛達 薪生産

採草

，

養蚕② (桑栽培） 穀寂類生産

蔬菜類生産

ｊｋＴ品館産 馬飼養 薪生産

採草

：

養蚕② (桑栽堵） 製炭 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

４

養蚕(2) (桑栽培） 木Ｔ品生産 役用牛飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

産生
草
薪
採Ⅱ

養蚕① (桑栽培） 製炭 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

６

養蚕② (桑栽培） 製炭 役用牛飼養 穀寂類生産

蔬菜類生藤

産生
草
薪
採

(桑栽培） 裂炭養蚕② ,馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

８

養蚕(２ (桑栽培）

産生
草
薪
採

且 役用牛飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

養蚕① (桑栽培） 木工品年産 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

10

養蚕０ (桑栽培） 木工品生産

製炭

殺寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

11 馬飼養

養蚕(2) (桑栽培） 製炭 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

1２ 薪生産

採草

養蚕② (桑栽培） 製炭 木工品仲買 馬飼養1３ 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

養蚕② (桑栽培） 木丁吊能曄 ,馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

椎茸生産

1４

養蚕③ (桑栽培） 製炭 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

1５ 薪生産
採草

養蚕⑫ (桑栽培） 木Ｔ品雄産

製炭

馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

1６

養蚕(2) (桑栽培） 木工品能産

製炭

馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

1７

養蚕① (桑栽培） 製炭 馬飼養[８ 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

(桑栽培）養蚕② 木工品鮨産

製炭

1９ 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

養蚕(2) (桑栽培 木工品生産

製炭

馬飼養2０ 穀寂類生産

蔬菜類生産

産生
草

薪
採

養蚕② (桑栽培） 木工品鮨産2１ 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

養蚕② (桑栽培） 木Ｔ品龍産

製炭

ワの

馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

薪生産

採草

養蚕② (桑栽培） 木丁吊雄痒

製炭

馬飼養 穀寂類能産

蔬菜類生産

2３ 薪生産

採草

養蚕② (桑栽培） 木工品雄産 馬飼養 穀寂類生産

蔬菜類生産

2４ 薪生産

採草

（1987年現地聞き取り調査により作成）

注）「養蚕①」は初秋蚕１回、「養蚕②」は初秋蚕．晩秋蚕の２回の意味。

－３１－

腱
蒙
酢
秒

宅地域利jＨ 排域利ノ

４１ｮJ塵

111城利用 地域外就労

Ｆ】給

宅地域利'}」 耕域利用

と.:１噸

111域禾ljjT 地域外就労

蚕壷② (桑椛培 木.ﾕ:品'11筐 木I-fMi:貝 覇飼養 穀叙緬脹産

蔬菜類樅産

餅'１:産

採草

２

養蚕 (桑栽館 ,Ｋｌ：品:』圭産 馬飼養 穀寂類生溌
蔬菜類４･産

薪峨産

採草

鐘蚕： 桑`隣県 木Ｈ:品I化産 馬飼養 穀寂剥['１月

蔬菜緬生

薪生産

採草

養蚕 栽蛸 製炭 鴎飼養 穀紅類生

鑓蕊類生

薪flz産

採童

養蚕 朶栽咄 木Ｕ:l1r,'k産 役用2.:飼養 穀藏類f'目

蔬菜釦ﾉ上

薪1.2塵

l采望

養蚕 桑減壊 製炭 馬飼養 穀蔵瓢且Ｐ

砿菜類』：

薪生産

採草

聾曇’ 桑栽培 製炭 役用と名飼愛 穀寂類'Ｆ

蔬埖類&Ｉ

薪u:J篭

採童

蕊蚕 桑栽培 製炭 馬飼養 穀寂類4-
蔵栞郵[生

薪」.l瞳
採菓一

養蚕② r桑俄培） 役用'1~飼菱 穀藏類ﾉi：

蔬菜類と』：

軒ｆＩ:産

採草

１０ 養蚕① (桑栽培） 木：.ir:fH2塵 馬飼養 穀藏類生
蔬菜ilHiﾉ上

号jrrq.~ＥＺ

採黄
１口
一△ (栗栽培〉 木．.!!;:止産

製炭

馬飼養 穀裁類且：

蔬菜類生

薪'1%産

採草

面２ 愛壁② (桑栽県 製炭 馬飼養 穀蔵類Zl･産

薩菜類化産

薪」.産

採皐１

１３ 謹蚕② (楽栽塘 製炭 木1..Ｍ【iH頁 馬飼義 穀裁剥('1Z歴

蔬菜１MＦ'二産

薪Ⅱ:産

採草

14 養蚕② 栽堀 水Ｔ旨,胎牛1選 馬飼養 穀叔類fi二藤

蔬莱類生l鼈

薪蝮産

採草

椎茸生産

１５ 養蚕② (桑繊轄 製炭 馬飼養 穀裁離碓歴

蔬菜類生潅
紺f'二産
採草

1６ 愛蚕(2) (桑栽堀 木」:[了,牛産

製炭

,馬飼鍵 穀蔽類且?産

蔬菜釦生産

薪:u‘.産

採苣

1７ 養蚕② 乗栽轄 ドユー【是2T昌膿

製炭

馬飼養 穀寂類碓産

蔬菜煩生産

薪f1L塵

採京

1８ 養蚕ｕ＞ (柔棋｣Ｈ 製炭 馬飼養 穀叔類喰産

蔬菜類ft産

折fh産

採草

1９ 愛逓 (桑栽培 ボー:品生産

製炭

馬飼養 穀藏類'k産
澁築類坐産

軒姫産

採草

2０ 養蚕 (桑諺:堰 "こ［冊１４已顧

理ビワ豆

馬飼養 殼寂類生

蔬莱類生

薪些産

採草．

2ユ 養蚕’ 〈栗叔端 木ﾋﾞｰｵf,琲2'蓬 馬飼養 穀寂煎ﾉ腹

蔵雄類竺l：

薪M2産

採草

2２ 養蚕’ 水Ｈ:diH崇塵

製炭

馬飼養 穀藏類'1ｉ

蔬朶類比

薪212庵

採草

養蚕１ <朶栽堀 水T2L1ri,生産

製炭
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宅
地
域
利
用
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馬飼義
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苗の植付施肥収穫

圏礒鑪
播種収穫調整作業

圏鍵
播種・施肥収穫調整作業

圏圏｜鑿:｜
播種・施肥施肥収穫

大麦・小麦栽培

ヒエ･アワ･キビ栽培

ソバ栽培

ジャガイモ栽培 耕
域
利
用

サツマイモ栽培

大豆栽培

小豆栽培

大根栽培

ミヨウガ栽培 遡隆蕊l蝋｜:蕊雫ii\
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桑栽培
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圏
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製 炭
Ⅶ

マキ生産 域

利採草・落葉採取

用
林地下草刈り

山桑採取

第10図世立集落における標準的な農家の年間就業暦（1935年頃）
（1987年現地聞き取り調査をもとに作成）
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耕域利用へ 山城利用へ

①馬飼養

→耕地に生産肥料（厩肥）を供給
②ムシロ折り・縄ない

→耕地に生産資材（ムシロ・縄）を供
給

①馬飼養

→以下の山域利用に蓄力(牽引力)を供給宅
地
域
利
用
か
ら

○秋

・薪の集落への搬出

○冬（11～４月）

・木炭の集落への搬出（雪上を牽引）
○通年

・ソダ（雑木の小枝）の集落への搬出

宅地域利用へ

鳫 ①桑栽培→養蚕に餌（桑）を供給

②作物栽培→馬飼養に餌（作物の葉茎など）
を供給

利
用
か
ら

宅地域利用へ 耕域利用へ

山
戦
利
用
か
ら

①山桑採取→養蚕に餌（桑）を供給
②採草（野草採取）

一馬飼養に餌と厩肥原料（野草）を供給

①採草→耕地利用に堆肥原料（野草）を
供給

②落葉採集→耕域利用に肥料（落葉）を供給

第11図世立集落における伝統的生業の生産的結合
（1994年現地聞き取り調査をもとに作成）

商品生産

鱗:!:;:蕊：自給生産

第12図世立集落における生業の生産的結合（1935年頃）
（現地聞き取り調査をもとに作成）
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刺＃ｈＵｒ派lｌＨ１へ .|~Ｉｌｕ〉矛lｌＦＨへ

宅
地
域
利
用
か
ら

→耕地iF化産肥料（厩肥）を供給
、ムシ【z折り・縄ない

－耕地に生産費材〈ムシロ・縄）を供
緒

ﾍリ辰ｼ且１１錘

‐以下の111域利用Ｉ写蓄ｿJ<牽引方)を供給
Ｏ枕

・薪の集落への搬出

○冬（ﾕ１－４)]）

･木炭の集落への搬1.1（雪'..を牽引〉
○迎年

・ソダ〈雑木の小枝）の集落への敬出

緋
戦
利
ｍ
か
（
□

①桑栽垪・養蚕に餌（柔）を供給

②作物栽堵-鈩馬飼餐l〒解く作物の莱茎など）
を供給

年：ＨｂｌＥＰ罪Ⅱ田へ

①１１:桑採取→養蚕に餌(桑）を供給
③採草（野草採取〕

や馬飼護i二餌と厩肥原料（野草）を供給

①採草・・耕地利用iご堆肥原料（野篇）を
‘供給

②落葉採集-.耕域利用に肥料《落葉）を供給



域
の
三
域
の
利
用
が
、
農
家
経
営
の
核
心
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も

示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
業
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
は
、
当

時
の
入
山
地
区
の
多
く
の
集
落
が
と
っ
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ

る
。
た
だ
し
梨
木
・
荷
付
場
集
落
な
ど
で
は
、
商
品
生
産
は
「
養

蚕
十
蔬
菜
類
生
産
十
マ
キ
生
産
」
、
自
給
生
産
は
「
馬
飼
養
十
穀

寂
類
・
蔬
菜
類
生
産
十
マ
キ
生
産
・
採
草
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ

を
軸
と
す
る
、
特
異
な
農
家
経
営
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
い
た
。

次
に
、
一
九
三
五
年
頃
の
世
立
集
落
の
標
準
農
家
（
農
家
番
号

２
）
に
つ
い
て
、
年
間
就
業
暦
を
ま
と
め
た
の
が
第
、
図
で
あ
る
。

図
の
よ
う
に
当
時
の
農
家
は
、
宅
地
域
・
耕
域
・
山
域
の
各
生
業

を
、
年
間
労
働
配
分
の
平
準
化
を
考
慮
し
、
合
理
的
に
組
み
合
わ

せ
て
い
た
。
ま
た
第
皿
図
の
よ
う
に
、
当
時
の
農
家
は
、
三
部
門

の
間
で
、
厩
肥
・
野
草
・
家
畜
の
牽
引
力
を
移
動
さ
せ
つ
つ
、
そ

れ
ら
を
生
産
的
に
結
合
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
第
ｕ
図
を
も
と
に
、

各
部
門
の
結
合
状
況
を
図
化
し
た
の
が
第
皿
図
で
あ
る
。
図
の
よ

う
に
本
集
落
の
小
農
複
合
経
営
は
、
決
し
て
各
部
門
の
生
業
の
単

純
な
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
生
産
的
に
結
合
さ
せ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
種
の
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
を
な
し
て

い
た
。
本
集
落
だ
け
で
な
く
、
入
山
地
区
全
体
の
農
家
経
営
も
、

ほ
ぼ
同
様
の
性
格
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
の
存
立
要
因

入
山
地
区
の
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
は
、
特
徴
的
な
生
業
要
素

が
複
数
組
み
合
わ
ざ
り
、
個
性
的
な
農
家
経
営
パ
タ
ー
ン
を
な
し

て
い
た
・
そ
の
農
家
経
営
パ
タ
ー
ン
の
存
立
要
因
は
、
次
の
三
点

で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
地
域
の
小
気
候
で
あ
る
。
地
区
の
冷
涼
な
山
地

性
気
候
は
ま
ず
、
養
蚕
を
晩
霜
に
強
い
初
秋
蚕
中
心
に
し
、
桑
の

生
産
性
を
低
め
て
山
桑
・
畦
桑
へ
の
依
存
を
大
き
く
し
た
。
ま
た

標
高
に
よ
る
気
候
の
違
い
も
、
栽
培
作
物
の
内
容
や
種
類
・
生
産

性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

第
二
に
、
明
治
初
期
、
山
域
の
九
割
以
上
が
国
有
林
に
編
入
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
域
利
用
へ
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
た

点
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
農

家
の
営
林
署
・
政
府
な
ど
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
の
成
果
で
あ

る
。
農
家
は
、
国
有
林
内
の
山
域
資
源
を
利
用
し
、
木
工
品
生
産
・

製
炭
・
採
草
・
マ
キ
生
産
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
三
に
、
南
部
地
域
と
の
隔
絶
と
、
隣
接
す
る
長
野
県
・
新
潟

県
や
、
草
津
町
・
中
之
条
町
な
ど
東
西
地
域
と
の
交
流
で
あ
る
。

伝
統
的
に
本
地
区
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
未
整
備

か
ら
、
南
部
地
域
と
の
交
流
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
一

方
で
東
西
地
域
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
く
に
明
治
期
か

ら
昭
和
初
期
ま
で
は
、
田
代
原
ｌ
大
平
ｌ
芳
ヶ
平
を
ぬ
け
渋
峠
を

経
て
信
州
へ
行
き
、
さ
ら
に
信
州
の
沓
野
ｌ
中
野
を
経
て
新
潟
に

至
る
ル
ー
ト
や
、
暮
坂
峠
を
抜
け
て
中
之
条
の
上
沢
渡
に
至
る

β

ル
ー
ト
、
地
区
西
部
の
京
塚
ｌ
品
木
ｌ
諏
訪
原
を
経
て
草
津
に
至

る
ル
ー
ト
を
介
し
た
交
流
が
活
発
だ
っ
た
。
地
区
の
伝
統
的
小
農

複
合
経
営
を
支
え
て
い
た
の
は
、
こ
の
交
流
を
通
し
地
区
に
も
た

3４



本
稿
で
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
六
合
村
入
山
地
区
を
事
例
に
、
伝

統
的
小
農
複
合
経
営
の
地
域
的
特
色
、
実
態
、
シ
ス
テ
ム
の
解
明

と
、
地
域
的
特
色
の
存
立
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
ま
ず
本
稿
で
は
、
個
々
の
生
業
に
つ
い
て
特
色
を
示

す
こ
と
で
、
地
区
の
伝
統
的
小
農
複
合
経
営
全
体
の
地
域
特
色
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
。
つ
ま
り
宅
地
域
利
用
で
は
、
初
秋
蚕
を
中

心
と
す
る
養
蚕
や
、
借
馬
に
依
存
す
る
馬
飼
養
が
特
徴
で
あ
る
点

を
示
し
た
。
ま
た
耕
域
利
用
で
は
、
大
麦
・
ヒ
エ
・
ア
ワ
な
ど
の

生
産
卓
越
や
、
畦
桑
や
山
桑
を
利
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ほ
ど

生
産
が
不
足
す
る
桑
栽
培
が
特
徴
で
あ
る
点
を
示
し
た
。
さ
ら
に

山
域
利
用
で
は
、
県
内
最
大
規
模
の
国
有
林
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、
重
要
な
商
品
生
産
だ
っ
た
木
工
品
生
産
が
、
製
品
の
加

工
場
所
な
ど
に
差
異
が
あ
る
曲
師
と
杓
子
屋
・
鉢
屋
な
ど
に
支
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
。
さ
ら
に
製
炭
が
白
炭
中
心
に
営
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
特
徴
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
地
域
外
就
労
で
は
、
全
般
に

ら
さ
れ
た
駄
畜
（
牛
・
馬
）
と
、
こ
の
交
流
を
通
し
確
保
さ
れ
て

い
た
繭
・
木
工
品
・
木
炭
・
農
作
物
な
ど
生
産
物
の
消
費
市
場
で

あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
東
西
地
域
と
の
親
密
な
関
係
は
、

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
一
一
）
に
、
入
山
ｌ
長
野
原
間
に
自
動
車
道

が
開
通
し
て
以
降
は
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
県
外

地
域
と
の
交
流
も
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
隣
接
す

Ｂ 則

る
草
津
町
な
ど
と
の
交
流
は
そ
の
後
も
続
い
た
。

六
、
む
す
び

卓
越
し
て
い
な
か
っ
た
点
と
、
仲
買
人
・
駄
賃
稼
ぎ
や
、
国
有
林

請
負
労
務
、
燧
道
・
道
路
工
事
な
ど
農
閑
余
業
と
し
て
の
生
業
が

卓
越
し
て
い
る
点
を
特
徴
と
し
て
示
し
た
。

た
だ
し
集
落
単
位
で
み
た
場
合
、
地
区
南
西
の
梨
木
・
荷
付
場

な
ど
一
部
の
集
落
で
は
、
西
の
草
津
町
と
の
近
接
性
か
ら
、
地
区

で
卓
越
し
て
い
る
農
家
経
営
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
草
津
町
を
市
場
と
し
て
、
蔬
菜
類
や
マ
キ
を
生
産
し
商

品
出
荷
す
る
、
近
郊
農
業
的
な
特
色
を
も
つ
農
家
経
営
を
行
っ
て

い
た
。
他
の
集
落
で
卓
越
し
て
い
た
木
工
品
生
産
も
、
ほ
と
ん
ど

実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
筆
者
が
本
稿
で
強
調
し

よ
う
と
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
入
山
地
区
に
お
い
て
卓
越
し

て
い
た
農
家
経
営
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
た
、
そ
の
地
区
で
卓
越
す
る
農
家
経
営
を
成
り
立

た
せ
る
個
々
の
生
業
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
実
態
を
も
ち
、

ど
の
よ
う
な
経
営
シ
ス
テ
ム
の
も
と
結
合
し
て
い
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
た
か
っ
た
。
そ
の
た
め
事
例
と
し
て
世
立
集
落
の
伝
統
的

小
農
複
合
経
営
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
生
業
が
、
合
理

的
に
結
合
さ
れ
て
い
た
点
も
示
せ
た
と
考
え
る
。

さ
ら
に
本
稿
で
は
、
地
区
に
特
徴
的
な
農
家
経
営
を
成
立
さ
せ

て
い
た
三
つ
の
要
因
を
示
し
た
。
つ
ま
り
第
一
に
本
地
区
の
冷
涼

な
山
地
性
気
候
。
第
二
に
山
域
の
九
割
以
上
が
国
有
林
に
編
入
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
域
利
用
へ
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
た

点
。
第
三
に
、
長
野
県
・
新
潟
県
・
草
津
町
・
中
之
条
町
な
ど
東

西
地
域
と
の
交
流
で
あ
る
。
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註山
市
川
健
夫
『
高
冷
地
の
地
理
学
』
（
令
文
社
、
’
九
六
六
）

で
は
、
高
冷
な
山
地
で
営
ま
れ
る
農
家
経
営
を
高
冷
地
農

業
と
規
定
し
、
類
型
化
を
行
っ
て
い
る
。

の
山
本
正
三
・
石
井
英
也
・
山
下
清
治
・
村
山
裕
司
・
菊
地

俊
夫
「
阿
武
隅
高
原
南
部
の
山
村
に
お
け
る
小
農
複
合
経

営
の
展
開
ｌ
福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村
の
場
合
ｌ
」
（
『
筑

波
大
学
人
文
地
理
学
研
究
報
告
Ｊ
、
一
九
八
四
）
五
九

～
一
二
○
頁
。

③
山
本
充
「
北
上
山
地
北
部
に
お
け
る
有
畜
農
業
の
展
開
と

土
地
資
源
利
用
の
変
化
」
（
『
地
理
学
評
論
Ｖ
ｏ
ｌ
．
弱
』

一
九
八
六
）
七
○
六
～
七
二
八
頁
。

山
横
田
雅
博
「
近
年
に
お
け
る
群
馬
県
南
部
山
村
の
生
業
形

態
の
変
容
ｌ
甘
楽
郡
旧
秋
畑
村
の
場
合
ｌ
」
（
『
群
馬
文
化
』

第
二
一
四
号
、
群
馬
県
地
域
文
化
研
究
協
議
会
、
’
九
八

八
）
三
九
～
五
七
頁
。

⑤
拙
稿
「
六
合
村
世
立
集
落
に
お
け
る
小
農
複
合
経
営
の
展

開
」
（
『
群
馬
文
化
』
第
二
二
一
一
号
、
群
馬
県
地
域
文
化
研

究
協
議
会
、
一
九
九
○
）
三
八
～
五
九
。

⑥
註
５
で
は
、
養
蚕
を
、
桑
園
と
い
う
耕
域
を
利
用
す
る
生

業
で
あ
る
点
を
強
調
し
、
耕
域
利
用
と
し
た
。
し
か
し
本

稿
で
は
、
「
宅
地
域
」
の
養
蚕
と
「
耕
域
」
の
桑
栽
培
と

い
う
二
つ
の
領
域
に
ま
た
が
る
生
業
と
し
て
位
置
づ
け

た
。
ま
た
註
５
で
は
土
地
利
用
を
伴
わ
な
い
業
種
を
総
称
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し
農
外
就
業
と
し
た
。
し
か
し
「
農
外
」
と
い
う
言
葉
は

「
耕
種
農
業
以
外
の
養
蚕
・
畜
産
業
・
林
業
」
と
い
う
誤

解
を
生
み
や
す
い
た
め
「
地
域
外
就
業
」
と
し
た
。

小
池
善
吉
『
山
村
社
会
の
人
と
暮
ら
し
ｌ
上
川
吾
妻
の
入

山
村
ｌ
』
（
’
九
九
一
）
三
九
頁
に
よ
れ
ば
、
農
業
集
落

の
発
生
は
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
だ
と
い
う
。

か
じ
坂
は
、
入
山
と
赤
岩
と
い
う
二
つ
の
大
字
に
ま
た
が

り
存
在
す
る
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し
た
小
字
で

あ
る
。
入
山
地
内
に
は
暮
坂
、
赤
岩
地
内
に
は
鍛
冶
屋
敷

集
落
が
存
す
る
。

研
究
対
象
か
ら
除
外
し
た
諏
訪
ノ
原
・
田
代
原
・
熊
倉
・

元
山
・
暮
坂
と
い
う
五
つ
の
農
業
集
落
は
、
全
て
、
明
治

末
期
以
降
の
開
拓
集
落
で
、
高
原
地
域
に
存
す
る
。
こ
こ

で
は
ク
ロ
ノ
ポ
ウ
を
主
体
と
す
る
土
壌
が
広
く
多
い
、
渓

谷
地
域
に
比
し
て
気
候
が
冷
涼
で
あ
り
、
比
較
的
規
模
の

大
き
な
農
業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

六
合
村
誌
編
集
委
員
会
『
六
合
村
誌
』
（
’
九
七
三
）
二

六
○
頁
。

註
７
に
同
じ
。
六
一
～
六
五
頁
に
は
、
嘉
永
年
間
か
ら
明

治
初
年
ま
で
村
南
西
の
高
間
峠
を
越
え
、
吾
妻
町
域
の
松

谷
に
至
る
高
間
コ
ー
ス
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
載
っ
て
い
る
。

註
皿
に
同
じ
。
二
一
一
～
二
三
一
頁
。

鈴
木
牧
之
「
信
越
国
境
秋
山
記
行
」
冑
秋
山
記
行
』
、
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信
濃
教
育
出
版
部
、
一
九
六
二
）
’
’
六
頁
。

拙
稿
「
六
合
村
入
山
地
区
に
お
け
る
伝
統
的
狩
猟
」
（
『
群

馬
歴
史
民
俗
』
第
一
六
号
、
群
馬
歴
史
民
俗
研
究
会
、
一
九

九
五
）
四
三
～
七
六
頁
で
は
、
本
地
区
の
伝
統
的
狩
猟
の
実

態
、
農
家
経
営
中
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
六
八
四
年
（
貞
享
元
）
入
山
村
村
方
言
上
に
あ
る
「
農

業
之
間
一
一
男
ハ
下
駄
柄
杓
稼
仕
候
女
小
児
ハ
居
村
山
二
而

茅
刈
ほ
し
灰
二
焼
キ
稼
仕
候
」
の
「
茅
刈
ほ
し
灰
二
焼
キ
」

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
世
期
に
は
、
草
木
灰
生
産
が
行

わ
れ
て
い
た
。

群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
『
上
野
国
郡
村
誌
十
一
、
吾
妻

郡
』
（
’
九
八
五
）
二
六
五
～
一
一
七
○
頁
に
示
さ
れ
る
、

’
八
七
八
年
（
明
治
十
）
当
時
つ
ま
り
明
治
初
期
の
地
区

の
生
産
物
に
「
繭
」
は
な
い
。
し
か
し
明
治
後
期
の
一
九

一
○
（
明
治
四
十
三
）
の
村
誌
に
は
、
地
区
の
養
蚕
が
明

治
後
期
よ
り
卓
越
化
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

金
田
恵
喜
「
災
害
と
事
件
」
（
『
群
馬
の
養
蚕
』
、
み
や
ま

文
庫
、
一
九
八
三
）
二
○
八
～
’
一
四
一
頁
で
は
、
一
八
六

九
年
（
明
治
二
）
～
’
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
）
の
百

年
間
に
お
い
て
、
本
地
区
を
含
む
群
馬
県
北
部
山
間
地
域

全
体
が
、
五
月
中
旬
以
降
の
晩
霜
の
害
を
受
け
や
す
い
地

域
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
養
蚕
の
普
及
に
は
、
晩

霜
対
策
の
確
立
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註
皿
に
同
じ
。
七
一
一
一
～
七
一
三
頁
に
よ
れ
ば
、
六
合
村

(2３（24） (23） (22）(21)(2ｑ (1９

農
会
は
一
九
○
二
年
（
明
治
三
十
五
）
頃
設
立
し
た
農
業

組
織
で
あ
る
。
六
合
村
農
会
は
一
九
一
○
年
（
明
治
四
十

三
）
本
村
に
蚕
病
消
毒
器
を
導
入
し
、
防
疫
法
に
よ
る
養

蚕
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

劔
持
常
昌
「
六
合
村
入
山
の
山
村
を
尋
ね
て
」
（
『
上
毛
文

化
』
第
三
巻
第
七
号
、
通
巻
二
十
八
号
、
上
毛
文
化
会
、

一
九
一
一
一
八
）
二
○
～
一
一
四
頁
に
は
、
’
九
一
一
一
八
年
（
昭
和

十
三
）
当
時
の
話
と
し
て
、
長
野
県
上
高
井
郡
保
波
村
佐

野
（
現
在
の
同
郡
栄
町
佐
野
）
の
宮
崎
留
吉
と
い
う
馬
持

が
、
農
繁
期
に
自
家
で
使
役
し
た
後
、
渋
峠
を
越
え
入
山

地
区
に
馬
を
連
れ
て
き
た
話
が
載
っ
て
い
る
。
一
年
間
の

借
料
は
、
十
円
程
だ
っ
た
と
い
う
。

註
１
に
同
じ
。
三
七
六
～
一
一
一
七
八
頁
。

註
１
に
同
じ
。
二
八
五
’
二
八
六
頁
。

倉
淵
村
村
誌
編
纂
委
員
会
『
倉
淵
村
林
業
史
』
二
九
七
一
）

五
八
頁
。

註
７
に
同
じ
。
四
五
’
四
八
頁
に
よ
れ
ば
、
地
租
改
正
に

よ
り
、
地
区
の
農
家
は
一
戸
あ
た
り
五
十
呵
程
の
わ
ず
か

な
私
有
林
を
持
つ
山
持
ち
に
な
っ
た
。
し
か
し
明
治
三
十

年
代
よ
り
漸
次
経
済
力
を
も
っ
て
い
っ
た
有
力
農
家
に
そ

れ
ら
の
林
地
は
、
次
第
に
集
積
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

註
、
に
同
じ
。
六
六
七
頁
。

三
島
村
部
分
林
組
合
『
一
一
一
島
山
林
史
話
』
（
’
九
七
一
）

’
一
一
一
一
’
’
一
一
四
頁
。
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地
区
の
農
家
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
委
託
林
設
定

に
は
衆
議
院
議
員
の
木
桧
三
四
郎
の
働
き
が
あ
る
と
い

う
。
あ
づ
ま
村
誌
編
集
委
員
会
『
あ
が
つ
ま
あ
づ
ま
』
二

九
六
五
）
九
一
一
一
一
一
頁
に
よ
れ
ば
、
木
桧
三
四
郎
は
、
’
一
人
目

の
吾
妻
郡
出
身
国
会
議
員
で
、
岩
島
村
片
貝
の
人
物
で
あ

る
。
大
正
十
年
か
ら
昭
和
十
年
代
に
か
け
て
衆
議
院
議
員

を
七
期
、
戦
後
に
は
参
議
院
議
員
を
一
期
つ
と
め
て
い
る
。

萩
原
進
『
群
馬
県
史
明
治
時
代
第
二
分
冊
』
（
高
城
書
店
、

’
九
五
九
）
二
二
一
頁
に
は
、
入
山
地
区
を
は
じ
め
、
片

品
村
・
水
上
町
・
上
野
村
な
ど
で
は
明
治
期
、
国
有
林
払

い
下
げ
へ
の
依
存
を
特
徴
と
す
る
林
産
物
の
生
産
が
行
わ

れ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。

註
７
に
同
じ
。
六
九
～
七
○
頁
。

六
合
村
教
育
委
員
会
『
熊
倉
遺
跡
』
（
ほ
お
ず
き
書
籍
、

一
九
八
四
）
五
二
頁
で
は
、
明
治
四
十
五
年
生
ま
れ
、
引

沼
集
落
の
山
本
碧
氏
の
話
と
し
て
、
曲
物
師
は
青
木
と
呼

ば
れ
た
針
葉
樹
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
青
木
師
、

杓
子
な
ど
を
作
る
人
は
雑
木
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
た

め
雑
木
師
と
呼
ば
れ
た
話
を
載
せ
て
い
る
。

註
７
に
同
じ
。
七
○
頁
に
は
、
木
工
品
生
産
の
最
盛
期
に

は
、
小
字
ご
と
に
製
品
内
容
に
違
い
が
あ
っ
た
点
の
指
摘

が
あ
る
。
曲
物
は
、
引
沼
・
世
立
と
京
塚
の
一
部
で
、
杓

子
は
和
光
原
・
小
倉
・
長
平
と
京
塚
の
大
半
で
作
っ
て
い

た
話
が
載
っ
て
い
る
。

(３２(31）

付
記

本
研
究
を
ま
と
め
る
の
に
あ
た
り
、
六
合
村
入
山
地
区
の

多
く
の
農
家
の
方
々
を
は
じ
め
、
六
合
村
役
場
、
六
合
村
農

業
協
同
組
合
、
前
橋
営
林
局
、
草
津
営
林
署
、
中
之
条
土
木

事
務
所
な
ど
関
係
各
機
関
の
方
々
か
ら
多
大
な
御
協
力
を
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
稿
に
よ
り
、
入

山
地
区
で
、
農
家
の
方
々
が
過
去
、
連
綿
と
築
き
上
げ
て
き

た
伝
統
文
化
の
一
端
を
、
後
世
に
残
せ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
前
橋
市
鳥
取
町
八
○
二
’
三
）

註
７
に
同
じ
。
六
○
頁
。

明
治
初
期
ま
で
は
、
野
反
湖
の
北
か
ら
信
越
国
境
の
秋
山

郷
に
抜
け
る
ル
ー
ト
「
牛
道
」
を
使
っ
て
、
新
潟
県
側
と

の
活
発
な
交
流
も
行
わ
れ
て
い
た
。
と
く
に
ル
ー
ト
の
途

中
、
大
倉
山
の
西
付
近
な
ど
地
形
険
阻
な
部
分
に
つ
い
て

は
、
牛
で
物
資
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
仲
買
人

は
、
こ
の
ル
ー
ト
を
介
し
た
牛
馬
の
輸
送
で
、
地
区
内
に

米
・
魚
な
ど
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
昭
和

初
期
で
も
猟
師
や
、
仲
買
人
な
ど
に
よ
っ
て
、
細
々
と
使
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
花
敷
温
泉
か
ら
秋
山
郷
小

赤
沢
間
は
、
男
性
の
場
合
、
徒
歩
で
七
、
八
時
間
を
要
し
た
。
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